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工　導入－FATの概要と問題および目的－

FAT（The Factor’s Diagnosis Test of Achievement－Advancement；学力向上要因診断検

査）の手引書（松原達哉著，日本文化科学社，1967年）の「はしがき」には，次のように述べら

れている。すなわち，

「……一般に，学力を向上させるための要因，すなわち，学力に影響を与える要因としては，

児童・生徒の身体的健康，精神的健康（性格），学習方法，学習意欲，子どもをとりまく友人

関係や家庭環境，さらに教師との関係や近隣社会環境や学校環境などがあげられる。…そこで，

学習指導をするには，ひとりひとりの児童・生徒のもっている能力，すなわち知能に応じた学

習効果をあげるには，これらの諸要因がどのようであるかの実態を調べる必要がある。……と

ころが，従来のこれに類した研究では，学力と性格，学力と学習法，学力と家庭環境というよ

うに，ひとりひとりの子どもの学力を向上させることを目的にしながら，その要因分析となる

とバラバラにされてきたきらいがある。また，それらの諸要因を総合的に診断するための診断

テストも数少ない。……そこで，これらの諸要因を総合的に診断するための診断テスト『学力

向上要因診断検査』（The百actor・sf）iagnosisi、estofAchievement－Advancement〔略して
°　　°　　°

FDTAA，さらに略してFATest＝FAT〕を作製した。」

そして，この検査の目的として，上述の手引書（p．1）に次のように記述されている。すなわ

ち，

「本検査は，学力向上に影響すると考えられる諸要因を，内外の諸文献および筆者自身の研究

から分析し，4領域8分野160項目からなる質問紙法によって診断分析するのが目的である・す

なわち，（M）精神的健康度，（P）身体的健康度，（H）勉強の方法，（S）学習意欲，（F）友
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人関係，（T）教師関係，（D）家庭環境，（E）近隣学校環境の8分野から，学力向上の要因を

診断分析して，児童・生徒の学力を向上させるとともに，学業不振児の原因診断と指導に役立

てようとするのがねらいである。……」

具体的には同手引書（p．4）に次のような表（表1参照）がかかげられている。

表l FATの構成＊

分　　　 野 債　　　　　　　　　　 域 問題数 内　　　　　　　　　　　　 容

I　健　　 康

M ：精神的健康度
（M entalhealth） 20 情緒が安定し，明朗で，生活意欲が旺盛

であるなどの精神的健康状態をみる。

P ：身体的健康度
1（Physicalhealth） 20

身体的に健康であり，病気や欠席などが
ないかをみる。

Ⅱ　学習態度

H ：勉強の方法
（H ow to learn） 20

勉強の計画のたて方，実行の仕方，習慣
などをみる。

鵠 舘 酷 V。．。learn） 20 自ら積極的に勉強しようとする意欲があ
るかどうかをみる・

Ⅱ　対人関係

F ：友人関係
（Friendship）

20 友人との関係が望ましい状態であるかどうかをみる・

T ：教師関係
（Teacher－Pupil relationship） 20 先生との関係が望ましい状態であるかどうかをみる・

Ⅳ　環　　 境

D ：家庭環境
（Dom estic environm ent） 20

一°‾‘‘‾豪 環境が勉強するのに望ましい状態で

あるかどうかをみる。

鵠 箆 盟 乳 ．。f c。m m。nity

and school）
20
住んでいる近隣社会環境と学校の施設・
設備などが望ましいかどうかをみる・

（注）＊学力向上要因診断検査手引（松原達哉著，日本文化科学杜，1967，p．4）より引用

ところで，我々が，京都市内公立小学校の4～6年にわたる児童116名を用いて，標準学力テ

スト（国語及び算数）を実施し，このFATと関連させながら，いわゆる学業不振児（アンダー

・アチーバー）といわれる児童や，学業促進児（オーバー・アチーバー）といわれる児童などに

ついて，何が学力を阻害し，また促進しているのかを吟味したところ，FATとの関連性がかな

り有力に示唆される事例もあったが，かなりズレを感じさせる児童も多かった・

具体的には，上述のように標準学力テスト，FATのはかに，知能検査（京大NX），性格テ

スト（Y－G），ソシオメトリック・テスト，セルフ・ディファレンシャル・テスト（現実自己，

両親の期待していると思う自己，級友の期待している自己，教師の期待していると思う自己な

ど），バウム・テストなどを施行したが，ここでは主としてFATに限って言及することにした

い・

我々がとりわけFATに注目したのは次のような理由による。すなわち，

（i）著者もいっているように，このFATはたしかに，学力向上要因についてかなり総合的に

とらえることができるように配慮されているために，きわめて効率的であり，もし，適確に

学力向上要因に接近しうるとすれば，有力な測定器具となりうる。

（ii）しかしながら，FATに掲げられている学力向上要因は，著者も述べているように，内外

の文献的検討と，著者のそれまでの研究とがあいまって作製されたものであって，極めて価
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値あるものだが，たしかに，各債域の質問項目がその該当領域を適確に測定しているだろう

か。

仙　そのためには，再度，各領域の各項目について，その内的斉合性などによって項目分析的

な検討を加えてみることも意味があるのではないか。

餌　さらに，上記仙のような吟味を加えたのちに，たとえば因子分析的検討を加えてみること

によって，FATに提示されている学力向上要因について再検討してみることも必要ではな

いだろうか。

個々の児童の学力を知能テストと標準学力テストとから一応操作的に規定して，このFATと

対応づけたとき，必ずしも，かなり高い程度の対応関係を持たなかったことから，上にかかげた

ような点について吟味してみることをこの研究の目的とした。いうまでもなく，ここでは学力を

一応，上記のように操作的に規定しているが，ここで用いた知能テストや標準学力テストそのも

のにも問題がないとはいえないだろう。しかし，このことについては，この報告では言及しない

ことにしたい・

Ⅱ　方　　法

1．FATの実施

上記のような事情のもとに，今回は，FATに因子分析的検討を加えることが目的であるから，

方法についてもFATのみに限定して記述する。

FATの実施については，手引に従って忠実に集団（各学級単位）で実施した・それぞれの児

童への理解の徹底を期するために，各児童に問題用紙（質問紙）と回答紙を配布し，1問ずつ調

査者の方で読みあげたうえで，全員が回答したのをみはからって次の質問にすすむという形で実

施した。採点の方法などについてもすべて原法と同様である。

2．被検対象児

京都市内公立のF小学校児童116名で，その内訳としては第4学年児童1学級，第5学年児童

2学級，第6学年児童1学級である。これらのうち，仝質問に完全に回答していた児童のみにつ

いて116名の資料を入手，これにもとづいて分析的検討を加えてみることにした。

3．分析の方法

先ず最初に各領域ごとに平均値と標準偏差を求めて，「学力向上要因診断検査（FAT）手引」

に記載されている標準化データーの標準と比較することから始めた・

次に，各領域の各質問項目について，内的斉合性（internalconsistency）をみるとともに，い

わゆるG－P分析（good－and－pOOr analysis）を用いてⅩ2－検定を行なった。この2つの方法

によって項目分析を行なって各項目の分析的検討を加えてみた。

第3の段階としては，各領域毎の因子分析（主因子法による）を行なって，たしかに各債域が

共通した因子によって占められるかどうかを検討してみることにした・

そして最終段階として，各領域の各質問項目すべてを通して相互相関関係を用いて因子分析を

行ない，まず，主因子法によって因子数を推定したうえで，偏バリマックス法（partialvarimax

method）で分析を行なった。

なお，相関係数の算出にさいしては，このFATの各質問項目への回答が3件法になっている
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ので，種々検討の結果，四分割相関（tetrachoric correlation）で算出することにした・具体的に

は，3件法での回答であるため，ある特定の質問項目Aと，別のある質問項目Bとのあいだの四

分割相関を求める場合，相関算出上の不当な歪みを避けるために，両方の項目について，いずれも

半々に回答が分かれると思われるところを臨界点として四分割相関を求めた。なお，以下のデー

ター処理については，上記116名の児童のものをすべて一括して処理したことをことわっておく。

また，四分割相関についてはCOSine　法を適用した。そして，因子分析的検討については，京

都教育大学教育学部附属教育工学センタ～で開発されたAPPER（Analyzing Program Packag－

e for EducationalResearch）システムによって行なわれた。使用したコンピューターは，同じ

く京都教育大学教育学部附属教育工学センターのOKITAC－4500である。

Ⅱ　結果と考察

1．平均値と標準偏差

上述116名の児童のFATの回答をもとに，各領域の平均値と標準偏差とを求めた結果は表2

に示すとおりである。

表2　各領域の平均と標準偏差（N＝116

M ，S ．D 二 つ

領　　 域

M （平　 均） S．D ．（標準偏差）

I 健　　 康
M （精神的健康度） 25．79 4．76

P （身体的健康度） 28．58 4．64

Ⅱ　 学習態度
H （勉 強 の 方 法） 21．35

l
・ 5．52

S （学 習　 意 欲）
［　 23．88

5．39

Ⅲ　 対人関係
F （友 人　 関　 係）

1　 26．87 l
1　　　 4．97

l T （教 師 関 係） 1　 24・21 4．94

Ⅳ　 環　　 境

l
l D （家 庭 環 境）l

！　 26．78

l
4．40

l E （近 隣学校環境） －　　　 26．16 3．66

この結果を手引書に示されている標準化データーのものと比較してみると，手引書（p．65）は

各学年毎に算出されているが，あまり大きな差異はない。したがって，現段階では，十分なこと

はいえないけれども，それほど大きな地域差などは見られないだろうと思われる。

2．内的斉合性と項目分析

表3－1から表3－8までは，各領域のそれぞれの質問項目について内的斉合性を吟味した結

果と，G－P分析によってx2一検定を行なった結果とをまとめて示したものである。

これらの表で，「No．」として示されているのは質問項目の番号を，「質問内容」とはそれぞれ

の質問項目の具体的内容を示す。「f」は出現頻度，（）内の数値は％を示す。Mpはその項目

を是認する被験者群の平均尺度得点，γ，biは各項目毎の項目と尺度とのあいだの点二系列相関係

数（polnt biserialcorrelation coefficient），，biγirは修正点二系列相関係数を示す。Ⅹ2はG車P

分析による　x2一倍で，＊＊＊は0．1％水準，＊＊は1％水準，＊は5％水準で，また，†は10％水準
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表3－1領域M（精神的健康度）の項目分析の結果（N＝116）

ノ広 質　　　 問　　　 内　　　 容
f　　　　 （％ ） i M ，

l

［
γpbi pbiγir Χ2

○ ？　 ［ ×

1
あ な た はふ とん 正 はい る とす ぐね つ く

は うで す か ・

は　　 い

1 0 （8．6）

ふ つ　 う
3 6 （3 1．0）

い　 い　 え

7 0 （60．3）
2 7．8 6 0．2 4 6 0．1 5 9 4．8 10 †

2
な くな った人 の ゆ めを み る こ とが あ り

ま す か 。

と き ど き

8 9 （7 6．7）

た　 ま　 に

2 2 （1 9．0）

い　 い　 え

5 （4 ．3 ）
2 6．1 6 0．1 9 5

l

0．1 2 4 3．8 6 3

⑨ だ れ とで もす ぐなか 良 しにな る は つで

す か 。

は　　 い
42 （3 6．2）

ふ っ　 つ
6 7 （5 7．8）

い　 い　 ス＿
7 （6．0）

2 6．64 0．2 4 5 0．1 4 7 6．4 82 ＊

4
こわ い もの， お そ ろ しい もの が 多 くあ

りま す か 。

多 くあ る

4 1 （3 5．3）

少 しあ る

5 6 （4 8．3）

ほとんどない

1 9 （1 6．4）
2 6．7 1 0．2 3 5

ll

0．13 4 5．6 6 5†

5
だれ で も努 力 して 勉 強 す れ ば， 成 績 が

よ くな る と思 い ます か ・

は　　 い

9 4 （8 1．0 ）

？

2 1 （1 8．1）

l

い　 い　 え

1 （0 ．9 ）
2 6．2 3 0．2 8 0 0．2 2 0 2．9 8 1

（り
世 の 中 は， 正 直 者 が ば かを み る こ とが

多 い と思 い ま すか ・

は　　 い
4 0 （3 4．5）

？

62 （5 3．4）

い　 い　 え

1 4 （12 ．1）
2 6．8 9 l

0．2 9 1
0．1 94 9．7 62 刈

⑦
あな た は， ふ しあわ せ な人 間 だ と思 い

ます か 。

と き ど き

7 8 （6 7．2）
た　 ま　 に
2 3 （1 9．8）

い　 い　 え

1 5 （12 ．9）
2 6．6 7 0．3 4 1

I

0．2 6 0 8．1 4 6＊

（b
お 金 を も って い る人 が ， い ちば ん しあ

わ せ だ と思 い ます か ・

と き ど き

7 6 （6 5．5）

た ま　 に

2 7 （2 3．3）

い　 い　 え

1 3 （1 1．2 ）
2 6．5 9 0．3 1 0 0．2 2 7 1 1．6 6 7射

9
成 績 の 良 い子 は家 庭 に め ぐまれ て い る

人 が 多 い と思 い ます か ・

と き ど き

6 0 （5 1．7）
た　 ま　 に

4 0 （3 4．5）

い　 い　 え

1 6 （13 ．8）
2 6．5 9 0．2 52 0．1 5 7 5．64 8†

10
自分 は頭 が わ る いか ら勉 強 して もだ め

だ と思 い ま す か ・

は　　 い

8 9 （7 6．7）

と きど き

2 3 （1 9．8）

い　 い　 え

4 （3 ．4 ）
2 6．2 9 0．2 6 9 0．2 0 0 4．7 7 4†

1 1
心 配 な こ とが あ って勉 強 して も頭 に は

い らな い こ とが あ ります か ・

い つ　 も

2 2 （1 9．0）

と きど き

9 1（7 8．4）

い　 い　 え

3 （2 ．6）
2 6．3 3 0．1 3 4 0．03 1 2．5 9 5

⑳
友 だ ちが遊 んで い るの に 自分 だ け勉 強

す るの はば か ら しい と思 い ます か ・

と き ど き
6 1 （5 2．6）

た　 ま　 に

3 4 （2 9．3）

い　 い　 え

2 1 （1 8．1）
2 7．0 1 0．3 6 9 0．2 7 9 9．2 5 5＊ヰ

13
テ ス トが近 づ くと病 気 に な る こ とが あ

ります か 。

と き ど き

1 1 5（9 9．1）
た　 ま　 に
0 （0）

い　 い　 え

1 （0 ．9 ）
2 5．8 3 0．0 9 0 0．0 7 1 0．6 7 5

⑭
テス トの結 果 を いつ ま で も くよ くよ考

え て い る は うで す か ・

と き ど き

7 8 （6 7．2 ）

た　 ま　 に

2 7 （2 3．3）

い　 い　 え

1 1 （9．5）
2 6．32 0．2 1 6 0．13 2 6．7 4 3 ＊

⑯ す ぐあ きて しま って ， 気 が うつ りや す

い ほ うで す か ・

は　　 い
2 8 （2 4．1）

ふ つ　 う
65 （5 6．0）

い　 い　 え
2 3 （1 9．8 ） 2 7．2 2

0．3 1 5 0．2 1 6 8．1 2 7＊

1 6 い らい ら して， じ っと して い る こ とが

で きな い こ とが あ ります か 。

は　　 い

1 5 （1 2．9）
た　 ま　 に
56 （4 8．3）

い　 い　 え

4 5 （38 ．8 ）
2 7．4 7 0．2 72 0．1 7 4 3．4 2 6

㊥
いや な こ とが あ る と， いつ まで もわ す

れ な い は うで す か 。

は　　 い

2 6 （2 2．4）

ふ つ　 う

50 （4 3．1）

い　 い　 え

4 0 （3 4．5）
2 7．4 9 0．3 1 8 0．2 1 9 9．4 52 ＊メ

⑯ ふ ゆ か い な こ とが多 くあ りま す か 。
は　　 い

4 9 （4 2．2 ）

ふ つ　 う

58 （5 0．0）

い　 い　 え

9 （7．8）
2 6．9 2 0．3 4 2 0．2 5 0 1 2．2 7 8射

1 9 す ぐは らを 立て る は うで す か 。
は　　 い
1 8 （1 5．5）

ふ っ　 つ
5 6 （4 8．3）

い　 い　 え
4 2 （3 6．2 ）

2 7．4 9 0．2 9 1 0．1 9 2 ． 4．8 3 7†

［

㊨
人 前 で はあ が って 話 す こ とがで きな い

は うで す か 。

は　　 い
3 2 （2 7．6）

た ま　 に

5 3 （4 5．7）

い　 い　 え

3 1 （2 6．7）
2 7．2 6 0．3 1 3 0．2 1 3

l
8．4 5 6＊

（注）①　fは出現頻度，（）内の数値は％を示す。

②M，はその項目を是認する被験者率（ここでは○反応者に，？反応者の猪を加えたもの）の平均
尺度得点。

⑧γpbiは各項目毎の項目・尺度間の点二系列相関係数（point biserialcorrelation coefficient）。
④，biγirは修正点二系列相関係数・
⑤Χ∠・欄は，G－P分析によるΧ2・値で，＊＊＊は0．1％水準，＊＊は1％水準．＊は5％水準で，また†は
10％水準で，それぞれ有意差のあること，または，有意差のある傾向のあることを示す。
⑥G－P分析は，各領域の尺度の得点をQlとQ3とで切り，下位（L群）30名と上位（H群）30名と
の合計60名についておこなったもの・

⑦項目番号（No）欄のうち，○印の付してあるものは，pbiγirとx2・値とを同時に考慮して，採択し
たものである・

⑧　表3－2から表3－8までの各項目の表についても以下同様である。
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表3－2　億域P（身体的健康度）の項目分析の結果（N＝116）

A左

1

質　　　 問　　　 内　　　 容

か らだ が よわ くて ， 体 育 の 時 間 を休 み

ま す か ・

f　　　　 （％ ）

M ，

2 8．9 3

γpbi

0．2 2 2

l

ヒ ー

0．1 58

Χ2

3．9 8 3

○

と きど き
9 5 （8 1．9）

」 ユ ．＿＿＿

た　 ま　 に
1 8 （1 5．5）

」 ×

い　 い　 え
3 （2 ．6）

2 体 育 の 時間 は楽 しい で すか ・
は　　 い
8 0 （69．0）

ふ つ　 う
3 2 （2 7．6）

い　 い　 ス＿
4 （3 ．4）

2 9．0 3 0．2 1 2 0．1 33 4．7 7 5†

⑨
少 し無理 をす る と， す ぐつ か れ ま す

か ・

は　　 い

5 7 （4 9．1）

ふ つ　 う

4 5 （3 8．8）

い　 い　 え

1 4 （12．1）
2 9．6 9 0．3 5 3 0．2 6 1 1 2．0 2 3＊＊

4 あな た は食 欲 が あ る は うで す か ・
は　　 い
3 9 （33 ．6）

ふ つ　 う
6 5 （5 6．0）

い　 い　 え

12 （10 ．3）
2 9．3 1 0．1 9 9 0．0 9 6 4．0 8 5

5 運 動 はよ く します か 。
は　　 い
6 2 （53 ．4 ）

ふ つ　 う
4 7 （4 0．5）

い　 い　 え

7 （6．0）
2 9．0 1 0．1 5 5 0．0 6 1 1．8 3 4

⑥ 病 気 で 学 校 を休 み ます か 。
と き ど き

4 9 （42 ．2 ）
た　 ま　 に
6 1 （5 2．6）

い　 い　 え

6 （5．2）
3 0．2 6 0．5 3 4 0．4 5 7 1 6．2 8 8＊＊＊

（勁
病 気 で 学 校 を長 期 間 休 ん だ こ とが あ り

ます か 。

1 カ　 月

以 上 あ る

7 7 （6 6．4 ）

1 か 月

以 内 あ る

3 4 （2 9．3）

な　　 い

5 （4．3）
2 9．0 7 0．2 1 8 0．1 3 6 6．7 3 7＊

⑧
朝 ， 目が さめ た と き， 頭 の 中 が す っき

り して いま す か ・

は　　 い
3 5 （3 0．2 ）

ふ つ　 う

5 3 （4 5．7）

い　 い　 え
3 8 （3 2．8）

3 0．3 3 0．3 6 8 0．2 7 0 18．3 1 3＊＊＊

9 あ なた は早 ね， 早 お きの ほ うで す か 。
は　　 い
7 （6．0）

ふ つ　 う

4 7 （4 0．5）

い　 い　 え

6 2 （5 3．4）
2 9．5 7 0．1 2 7 0．0 3 3 5．1 8 9†

1 0 運 動 す るの は き らい な は うで す か 。
は　　 い

8 7 （7 5．0）

ふ つ　 う

2 5 （2 1．6）

い　 い　 え

4 （3．4 ）
2 8．9 5 0．1 9 6 0．1 2 2 3．7 0 5

⑪ 医 者 にか か りま す か 。
と き ど き
4 9 （4 2．2 ）

た　 ま　 に

5 2 （4 4．8）

い　 い　 え

1 5 （1 2．9）
2 9．8 3 0．3 6 4 0．2 7 0 14．7 5 3＊＊＊

⑳ 胃 は じょ うぶ な は うで す か 。
は　　 い
5 6 （4 8．3）

ふ つ　 う
4 8 （4 1．4）

い　 い　 え
1 2 （1 0．3）

2 9．3 8 0．2 5 7 0．1 6 0 7．1 6 6＊

⑬
自分 の か らだ の ど こか が 不 自 由で ， そ

の こ とが 気 に な ります か 。

と き ど き

8 6 （7 4．1）

た　 ま　 に

2 0 （17．2）

い　 い　 え

1 0 （8．6）
2 9．4 8 0．4 2 5 0．3 5 5 6．8 7 0＊

⑭
眼 が悪 くて， 勉 強 が しに くい こ とが あ

ります か ・

い つ　 も

9 0 （7 7．6）

と きど き

2 2 （19．0）

い　 い　 え

4 （3．4）
2 9．0 8 0．2 8 0 0．2 1 1 5 ．4 7 5†

15
よ く眼 が つ か れ た と思 う こ とが あ りま

す か 。

い つ　 も

3 7 （3 1．9）

と きど き

7 5 （64．7）

い　 い　 え
4 （3．4）

2 9．0 8 0．1 4 4 0．0 4 1 4 ．8 7 3†

⑯
耳 が遠 くて， 人 の 話 を 聞 き も らす こ と

が あ ります か 。

と き ど き

7 5 （6 4．7）
た　 ま　 に
3 4 （2 9．3）

い　 い　 え
7 （6．0）

2 9．3 2 0．3 1 2 0．2 3 0 1 5．4 18＊＊＊

㊥ 鼻 が悪 い は うで す か ・
は　　 い

7 2 （6 2．1）

ふ つ　 う

3 1 （2 6．7）

い　 い　 え

1 3 （1 1．2）
2 9．3 0 0．2 7 2 0．1 8 3 8．9 0 9＊

18
か らだ の こ とが心 配 で ， 勉 強 が お くれ

る ことが あ りま す か 。

と き ど き

1 0 0（8 6．2）
た　 ま　 に

1 6 （13 ．8）

い　 い　 え

0　 （0）
2 8．4 8 － 0．0 8 0 － 0．1 3 3 5．2 5 5†

19
夜 中 に とび お きた り， ね ご とを 言 った

りす る ことが あ りま す か 。

い つ　 も

6 2 （5 3．4）

と きど き

5 1 （44．0）

い　 い　 え
3 （2．6）

2 9．0 9 0．1 9 3 0．1 0 1 4 ．0 3 6

2 0
あ な た は， 頑 が いた くな る ことが あ り

ま す か ・

と き ど き

3 6 （3 1．0）
た　 ま　 に
5 7 （49 ．1）

い　 い　 え

2 3 （1 9．8）
2 9．5 9 0．2 4 4 0 ．13 9 4 ．5 7 5
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表3－3　領域H（勉強の方法）の項目分析の結果（N＝116）

A丘 質　 ．問　　　 内　　　 容

f　　　　 （％ ）

M P γphi pbiγir x 2

○ ？ ×

①
よ く使 う辞 書 や 参 考 書 は， い つ もて も

とに お いて あ りま す か ・

い つ　 も
4 0 （3 4．5）

と きど き

4 7 （4 0．5）
い　 い　 え
2 9 （2 5．0）

2 3．4 8 0．42 4 0．3 4 6 1 8．62 1＊＊＊

㊤
勉 強 す る準 備 を して か らと りか か りま

す か 。

い つ　 も

5 8 （5 0．0）

と きど き

4 7 （4 0．5）

い　 い　 え

1 1 （9．5）
2 2 ．72 0．38 1 0．3 0 7 1 7．57 4＊＊＊

⑨ 計 画 を たて て 勉 強 して いま す か 。
い つ　 も

1 8 （1 5．5）

とき ど き

5 8 （5 0．0）

い　 い　 え

4 0 （3 4．5）
2 4．0 9 0．40 9 0．3 3 1 2 1．10 0 ＊＊＊

4 勉 強 は計画 ど お りで きま す か ・
い つ　 も

5 （4．3）

とき ど き

6 5 （5 6．0）

い　 い　 え

4 6 （3 9．7 ）
2 3．8 8 0．3 1 6 0．2 3 7 1 4．0 3 9＊＊＊

㊥ 復 習 を して か ら予習 を して い ま す か ・
い つ　 も

1 6 （13 ．8）

と き ど き

6 5 （5 6．0）

い　 い　 え
3 5 （3 0．2） 2 3．0 3

0・2 5 8 1 0．1 72 1 3．3 8 8＊＊

6
勉 強 ち ゅ う， 休 け い を入 れ て い ま す

か 。

い つ　 も

2 3 （1 9．8）
とき ど き

7 2 （6 2．1）

い　 い　 え
2 1 （1 8．1）

2 1．4 3 0．0 1 4 － 0．0 7 5 0．7 6 0

⑦ 勉 強 と遊 び とを 区 別 して い ます か 。
い つ　 も

5 4 （4 6．6）
と き ど き

4 4 （3 7．9）

い　 い　 え

1 8 （1 5．5）
2 2．9 1 0．3 8 9 0．3 12 2 1．93 9＊＊＊

8
夏 休 み， 冬 休 み な どは， 自分 の不 得 意

科 目に 力 を入 れ て や ります か 。

い つ　 も

2 2 （1 9．0）

とき ど き

7 2 （6 2．1）

い　 い　 え

2 2 （1 9．0）
2 2．7 5 0．2 5 3 0．1 6 6 1 0．72 4 ＊＊

（り
勉 強 す る 時間 は いつ も きま って い ま す

か 。

い つ　 も
2 3 （1 9．8）

と きど き

2 6 （2 2．4）

い　 い　 え
6 7 （5 7．8 ） 2 4．2 9

0．3 5 7 0．2 8 1 1 2．2 1 7＊＊

1 0 予 習 して か ら復 習 しま す か 。
い つ　 も

6 3 （5 4．3）
と きど き

4 4 （3 7．9）

い　 い　 え
9 （7．8 ）

2 1．3 9 0．0 1 1 － 0．0 6 8 1．1 1 1

1 1
気 分 が悪 い と き は， す きな 科 目や 得 意

な科 目か ら勉 強 を は じめ ます か ・

い つ　 も

3 7 （3 1．9）
と き ど き
4 2 （3 6．2）

い　 い　 え

3 7 （3 1．9）
2 2．4 7 0．2 0 2 0．1 13 3．6 1 6

⑳
ラ ジオ や テ レビの 学 習 番 組 は利 用 して

いま す か 。

と き ど き

2 7 （2 3．3）

た　 ま　 に

4 4 （3 7．9）

い　 い　 え

4 5 （3 8．8 ）
2 3．5 6 0．3 42 0．2 5 9 1 1．74 8＊＊

⑱
ラ ジオ や テ レビを ， きい た りみ た り し

な が ら勉 強 して い ま す か ・

と き ど き

5 9 （5 0．9）
た　 ま　 に

3 7 （3 1．9）

い　 い　 え
2 0 （1 7．2 ）

2 2．7 4 0．3 5 7 0．2 7 9 1 3．7 9 3＊＊

⑭
予 習 の と きた いせ つ な こ とは， ノー ト

に書 い て お きます か 。

い つ　 も

2 0 （1 7．2）
と きど き
63 （54．3）

い　 い　 え

3 3 （2 8．4）
2 3．2 7 0．3 1 0 0．2 2 6 1 2．3 7 8＊＊

1 5

授 業 中， ノ ー トを とる の にむ ち ゅ うに

な って だ い じな こ とを 聞 きの が す こ と

が あ りま す か ・

と き ど き

3 5 （3 0．2）

た　 ま　 に

6 9 （59．5）

い　 い　 え

1 2 （1 0．3 ）
2 4．2 1 0．6 3 3 0．5 7 6 1．8 0 2

1 6
テス トは や さ しい 問 題 か ら や り ま す

か ・

い つ　 も
1 9 （1 4．6）

と きど き

4 9 （4 2．2）

い　 い　 え
4 8 （4 1．4）

2 1．7 0 0．0 4 9 － 0．0 3 8 1．3 0 3

1 7
テス トが終 った ら， み なお す よ うに し

て い ま す か ・

い つ　 も

6 0 （5 1．7）
と きど き
4 8 （4 1．4）

い　 い　 え
8 （6．9）

2 2．1 3 0．2 2 9 0．1 5 0 8．1 4 4＊

⑱
家 で は一 日に ど れ く らい 勉 強 して い ま

す か ・

3 0分 以 下

4 1 （3 5．3）

1 時 間

く　 ら　 い

5 3 （4 5．7）

1 時 間

以　　 上

2 2 （1 9．0）

2 3．4 0 0．4 3 8 0．3 6 1 2 2．0 0 8＊＊＊

19
短 時 間 に， の う りつ よ く勉 強 す る よ う

心 が けて い ま す か 。

い つ　 も

2 2 （1 9．0）

と きど き

72 （62．1）

い　 い　 え

2 2 （1 9．0）
2 3．0 8 0．3 1 3 0．2 2 8 8．7 6 9＊＊

2 0
ね る前 に， あ す の 時間 割 を して お きま

す か 。

い つ　 も

7 4 （6 3．8）

と きど き

2 4 （2 0．7）

い　 い　 え
1 8 （1 5．5）

2 1．8 8 0．1 6 2 0．0 8 4 3．0 5 4
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表3－4　領域S（学習意欲）の項目分析の結果（N＝116

A左 質 1・ ・ 問　　　 内 ．一　　 容

（

f ．　　 （％ ） I
！ 叫 －

l

l

l

γ。ti i
】

［

［
ph i7‘ir

x 2

○ ？ ×

（》
1先 生 や親 か ら注 意 され な いで ， 自分 か ！

らす す んで 勉 強 して い ます か 。　　　 －

い つ　 も

3 0 （2 5．9）

］と きど き

7 5 （64．7）

五 、い え

1 1 （9．5）
2 3．6 1

－ 0・0 5 9】 l

－ 0．・1 4 9：1 5．6 1 2＊＊車

②
時 間 を わす れて 勉 強 す る こ と が あ り ま

す か ・

と きど き

4 0 （3 4．5）

た　 ま　 に

4 2 （3 6．2）

い　 い　 え

3 4 （2 9．3）
2 6．0 3

1 0．4 2 0
0・3 3 9】1 9．7 2 0＊＊蠣

（参
勉 強 ち ゅう， ら くが きを した り， マ ン

ガ を み た りす る こ とが あ りま す か ・

い つ　 も．

7 3 （6 2．9）

！と きど き

4 1 （3 5．3）

い　 い　 え
2 （1．7）

2 4．6 4 0．2 8 7
0．2 1 8 l

8．9 5 4＊

4 勉 強 を は じめだ す ま で に， 時 間 が かか i

りま す か 。

い つ　 も

5 1（4 4．0）

と きど き

5 6 （4 8．3）

い　 い　 え

9 （7．8）
2 4．6 4 0．2 0 6 0．1 2 1 5．0 1 6†

⑤ 授 業 ち ゅ う， よ く質 問 します か 。

l

い つ　 も

10 （8．6）

と き ど き

4 0 （34 ．5）

い　 い　 え

6 6 （5 6．9）
2 3．8 5 ′－ 0．0 0 3 － 0．0 8 4 8．7 2 0＊

⑥
毎 日 きめて 勉 強 して い る科 目が あ りま

す か 。

は　　 い

2 4 （2 0．7）

と き ど き
3 7 （3 1．9 ）‾

い　 い　 え

5 5 （4 7．4）
2 6．2 8 0．0 2 5 0 ．0 1 3！1 0．9 0 8＊＊

⑦ 毎 日， 予 習復 習 して い ま す か 。
い つ　 も

1 7 （14．7）

た　 ま　 に
8 0 （6 9．0 ）

い　 い　 え
1 9 （1 6．4）

2 5．3 7 0．0 1 1 0．0 0 0 1 0．3 3 2＊＊

8 宿 題 は， か え った らす ぐや ります か 。
い つ　 も

】2 8 （2 4・1）

と き ど き
［5 9 （5 0・9）

lい　 い　 え

2 9・（2 5．0）
2 4 ．9 8 0 ．0 0 2 － 0．0 0 9 4．7 0 4†

9
ク ラブ 活動 に時 間 を か け す ぎて ， 自分

の勉 強 がで きな い こ とが あ ります か ・

い つ　 も

1 02（8 7．9）

と き ど き

1 2 （10 ．3 ）

い　 い　 え

2 （1．7）
2 6．2 8

！

0．1 9 3 0 ．1 8 9 1．3 3 3

1 0
授 業 ち ゅ う， はず か しい か らあ ま り質

問 しま せ ん か 。

は　　 い

し　 な　 い
2 4 （2 0．7）

と き ど き

す　　 る

5 9 （5 0．9）

い　 い　 え

よ くす る
3 3 （2 8．4）

】

2 5．0 2 0 ．0 0 3 － 0 ．0 0 8 3．6 0 4

⑪ 勉 強 に役 立 つ本 を 読 み ま す か 。
と きど き

4 8 （4 1．4）

た　 ま　 に

5 6 （4 8．3）

い　 い　 え

12 （10．3）
2 5．2 9 0 ．0 13 0．0 0 2 1 6．5 9 3＊劃

⑩
成 績 の 悪 い科 目 は， 努 力 して よ くす る

よ うに して いま す か 。

い つ　 も

3 5 （3 0 ．2）

と き ど き
6 9 （5 9．5）

い　 い　 え
12 （10．3）

2 5．4 6 0．0 17 0．0 0 6 18 ．5 2 1＊＊璃

1 3
朝 ね ぼ う して ， ち こ くす る ことが あ り

ます か 。

と きど き

1 03（8 8．8）

た　 ま　 に
1 0 （8．6）

い　 い　 え

3 （2．6）
2 4．19 － 0．0 5 9 － 0．0 6 5 3．1 8 0

1 4
遊 び す ぎて 勉 強 時 間 が た りな くな る こ

とが あ ります か 。

い つ　 も

5 1 （4 4 ．0）

と き ど き

5 6 （4 8．3）

い　 い　 え

9 （7．8）
2 4．7 8 － 0 ．0 0 3 － 0．0 14 6 ．9 7 7＊

⑯
授 業 ち ゅ うお しゃべ り しな いで 先 生 の

話 を よ く聞 いて いま す か 。

い つ　 も

3 6 （3 1．0）

と き ど き
6 9 （5 9．5）

い　 い　 え

1 1 （9．5）
2 6．2 3 0 ．0 3 9 0 ．0 2 8 7．2 8 5＊

1 6
早 く授 業 が終 る と よい と思 うこ とが あ

りま す か ・

と きど き

7 （6．0）

た　 ま　 に
5 8 （5 0．0 ）

い　 い　 え

5 1 （4 4．0）
2 5．‾69 0 ．0 1 2 0．0 0 1 6．0 4 2＊

1 7

授 業 ち ゅ うや 自習 時 間 ち ゅ うに いね む

りを した り， はか の こ とを考 え た りす

る こ とが あ ります か 。

と きど き

6 4 （5 5．2）

た　 ま　 に

4 2 （3 6．2 ）

［

い　 い　 え

10 （8．6）
2 4 ．9 1 0．0 0 1 － 0 ．0 0 9 4．9 7 2†

1 8
あな た は は か の人 に勉 強 を みて も らわ

ない と うま くい きま せ ん か 。

い つ　 も

7 6 （6 5．5）

と き ど き
3 7 （3 1．9）

い　 い　 え
3 （2．6）

2 4 ．8 4 － 0 ．0 0 1 － 0．0 1 1 7．4 8 8＊

1 9 す す ん で 辞 書 を ひ きます か 。
い つ　 も

3 1 （2 6．7）
た　 ま　 に
7 4 （6 3．8）

－い　 い　 え

1 1 （9．5）
2 4 ．67 － 0 ．0 0 5 － 0．0 1 7 8．5 6 1＊

㊨
勉 強 を お も しろ くす るた め に， 自分 で

なに か くふ うを して い ま す か 。

と きど き

2 8 （2 4．1）

た　 ま　 に

4 8 （4 1．4）

い　 い　 え

4 0 （3 4．5）
2 6．4 7 0 ．0 3 3 0 ．0 2 2 18 ．6 2 8 ＊＊錮
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表3－5　領域F（友人関係）の項目分析の結果（N＝116）

瓜 質　　　 問 ．・　 内　　 一　客

l

f　　　　 （％） I［ M F‥，

l
l

l

γpbi l

［ l

pbir ir l －　Z 2

○ ？．＿1
l

l
×

①

i

j 友 だ ちの こ とを 家 の人 に話 します か 。 とき ど き

I6 5（5 6・0）

た　 ま　 に
4 1 （3 5．3 ）

い　 い　 え

1 0 （8．6）
［2 7 ．7 3

l
］ 0・2 8 9 ．0．2・5 0

jlO．5鞭

2 l

i友 だ ち と勉 強 の こと を話 しま す か 。

と きど き

4 0 （3 4．5）
陣 績 い　 い　 え

2 2 （1 9．0）

l
1 2 7．7 8

l

！ 0．2 1 4 0．1 1 6
l
l！3．5 5 3 ．

l

3
あ なた の 友 だ ちは家 へ 遊 び に き ま す

か 。

】
と きど き

4 5（3 8．8）

！畠 （急 ．績 い　 い　 え

1 9 （1 6．4）
lj 2 7．18 ・p　o・0碑 － 0．0 1 9 4．3 7 5

4 －
あ なた は友 だ ちの家 へ 遊 び に行 きま す

［か 。

と き ど き

4 6 （3 9．7）

た　 ま　 に

5 5 （4 7．4 ）

い　 い　 え

1 5 （1 2．9）

［2 7．9 0 l
l－．2 7 2】 0．1 7 9 I 9．6 4 4＊＊

（り
あ なた は今 の友 だ ちを だ い じに した い

と思 い ま す か 。
は　　 い
8 1 （6 9．8）

わからない
3 3 （2 8．4）

い　 い　 え
2 （1．7）

2 7．6 1 】

I

0．3 4 1［

l
0．2 7 4 1 5．7 6 1＊＊＊

（り 友 だ ち はあ な た の悪 口を い いま す か 。
】と き ど き

4 3 （3 7．1）

た　 ま　 に

5 2 （4 4．8）

い　 い　 え

2 1 （1 8．1）

l
2 9．2 7 l

l

l
－．5 8 5 j

l

0．5 1 4 9．2 6 6＊＊

（う こま った と き相 談 す る友 だ ちが い ま す

か 。

は　　 い

6 6 （5 6．9）

わか らない
3 8 （3 2．8）

い　 い　 え

1 2 （1 0．3 ）
2 7．8 7 0．3 3 3 0．2 5 0 1 1．4 4 4＊＊

⑧
家 の 人 も， あ なた の 友 だ ちを 知 っ て い

て ， しん せ つ に して くれ ま す か 。

は　　 い
5 8 （5 0．0）

だ い た い

5 1（4 4．0）
い　 い　 え

7 （6．0）
2 7．9 5 0．3 4 8

i
l

0．2 6 5 2 3．0 5 0＊＊＊

⑧ 友 だ ちは， あ なた を の け もの にす る こ

とが あ ります か 。

と き ど き

6 2 （5 3．4 ）＿
た　 ま　 に
3 8 （3 2．8）

い　 い　 え

1 6 （13 ．8）
2 8．1 9

l

0．4 0 4 0．32 1 3．7 6 7＊†

10 ・あな た は 今 の友 だ ちよ り も， ほか の友

だ ちを ほ しい と思 う こ とが あ りま す か ・

と き ど き

7 0 （6 0．3 ）

た　 ま　 に

3 5 （3 0．2）

い　 い　 え

1 1 （9 ．5）

1
2 7．4 7 ’ 0．2 1 1 0．12 6 1 4．4 1 4＊＊＊

⑪ J・
あ な た は友 だ ち との 集 ま りの と き， 楽

しくさせ る よ うに 心 が けて い ま す か ・
い つ　 も

4 4 （3 7．9 ）

と き ど き

6 5 （5 6．0）

い　 い　 え

7 （6．0）
2 8．14 0．3 5 5 0 ．2 68 1 9．9 6 5＊＊＊

1 2 き らいで ほ とん ど話 を しな い 友 だ ち が

い ま す か 。

かな りいる
4 9 （4 2 ．2 ）

少 しい る
6 1 （5 2．6）

い　 な　 い
6 （5．2） 2 8．9 7

0．6 2 3 0．5 6 1 4．5 5 6

1 3 あ る友 だ ちが ， 学 校 を休 む の を うれ し

い と思 うこ とが あ りま すか 。

と きど き

8 5 （73．3 ）

た　 ま　 に

2 6 （2 2．4）＿

い　 い　 え

5 （4．3）
2 7・2 2 】 0．16 4 0．0 9 2 2．6 3 6

⑭ い や な友 だ ちが い て， 学 校 を 休 み た い

と思 うこ とが あ りま す か 。

と きど き

9 1 （7 8．4 ）

た　 ま　 に

2 0 （1 7．2）

い　 い　 え

5 （4．3）
2 7．5 1 0．3 3 4 0．2 7 2 5．8 9 6†

1 5 あ な た は人 に何 か して あ げ る こ とがす

きで すか 。
は　　 い
2 8 （2 4．1）

ふ つ　 う
8 0 （6 9．0）

い　 い　 え
8 （6．9） 2 7．8 5 0．2 3 4 0．13 8 6．0 6 5＊

1 6
あ な た は， 友 だ ちの成 績 が 気 に な りま

す か 。

と きど き

1 6 （13．8 ）
た　 ま　 に
3 7 （3 1．9）

い　 い　 え
63 （5 4．3）

2 7．7 8 0．1 19 0．0 2 7 1．8 2 3

1 7
あ な た は， 友 だ ち と遊 ん で いて ， 急 に

気 げ んを わ る くす る ことが あ りま す か ・

と きど き

4 9 （4 2．2）

た　 ま　 に

5 1 （4 4．0）

い　 い　 え

1 6 （13．8）
2 7．3 6 0．1 3 2 0．0 3 5 1．7 5 2

1 8 1
あ な た は友 だ ちを お こ らせ る こ とが あ

りま すか 。，

とき ど き

3 3 （2 8．4）

た　 ま　 に

7 2 （6 2．1）

い　 い　 え

1 1 （9．5）
2 7．5．7 0．17 0 0．0 7 2 5．3 2 5†

⑩
あ な た の こ とを 心 か ら心 配 して くれ る

友 だ ちが いま す か 。
は　　 い
3 8 （3 2．8）

ふ つ　 う
5 2 （4 4．8）

い　 い　 え
2 6 （2 2．4）

2‾8．9 7 0．4 6 8 0．3 8 5 2 2．8 3 0＊＊＊

㊨
友 だ ち のた めに して や る こ と は， つ ま

らな い と思 いま す か 。

と きど き

8 1 （69．8）

た　 ま　 に

3 0 （2 5．9）
い　 い　 え
5 （4．3）

2 7．59 0．3 17 0．2 4 6 1 1．8 2 6＊＊



10 一谷・太田・後藤：FAT（学力向上要因診断検査）の因子的検討

表3－6　億域T（教師関係）の項目分析の結果（N＝116）

A左 質　　　 問　　　 内　　　 容

f　　　　 （％）

M ，

i

l γpbi ph iγir x 2

○ ？ ×

（∋ あ なた は先 生 と話 しあい を しま す か ・
と き ど き

3 3 （2 8．4 ）

た　 ま　 に

4 9 （4 2．2）

い　 い　 え

3 4 （2 9．3 ）
2 5．9 4 0．3 4 7

l

0．2 5 3 5 2．0 9 4＊＊1

2 あ なた は先 生 に は め られ ま す か 。
と き ど き

1 8 （1 5．5）

た　 ま　 に

7 4 （6 3．8）

い　 い　 え

2 4 （2 0．7 ）
2 4．5 9 0．0 7 3 － 0．0 2 8 3．0 1 0

3
あ なた は先 生 に注 意 され る は う で す

か 。

と き ど き

3 8 （3 2．8）
た　 ま　 に
6 1（5 2．6）

い　 い　 え

1 7 （14 ．7）
2 4．9 6 0．1 8 2 0．0 8 3

I

4．2 2 8

④
こま った こ とが あ る と， 先 生 に相 談 し

ます か 。

と き ど き

1 1 （9．5）

た　 ま　 に

3 7 （3 1．9）

い　 い　 え

6 8 （5 8．6）
2 7．3 4 0．3 7 0・ 0．2 9 0 1 2．3 9 4＊＊

（り
先生 が休 む とつ ま らな い と 思 い ま す

か ・

は　　 い

5 2 （4 4．8）

と きど き

3 7 （3 1．9）

い　 い　 え

2 7 （2 3 ．3 ）
2 5．7 0 0．3 7 5 0．2 8 5 1 0．2 4 5＊＊

（り 先 生 は こわ い と思 いま す か 。
と き ど き
5 8 （5 0．0）

た　 ま　 に

4 1（3 5．3）

い　 い　 え
1 7 （14 ．7 ）

2 5．3 6 0．3 3 6 0．2 4 9 9．8 8 0＊＊

⑦
先 生 の う ちで， あ なた を き ら って い る

先 生 が い る と思 い ます か ・
は　　 い
3 6 （3 1．0）

わか らない
7 5（6 4．7）

い　 い　 え

5 （4 ．3 ）
2 5．3 1 0．2 9 2 0．2 0 0 1 0．5 7 9＊＊

⑧
成 繚 のっ け方 が不 公 平 だ と思 う こ とが

あ ります か ・

と き ど き

8 8 （7 5．9）

た　 ま　 に

2 0 （1 7．2）

い　 い　 え

8 （6．9）
2 4．6 7 0．2 1 7 0．1 4 5 7．2 5 6＊

（り
え こひ い きす る先 生 が い る と思 いま す

か ・

は　　 い
3 6 （3 1．0）

わか らない

5 1 （4 4．0）

い　 い　 え

2 9 （2 5．0）
2 5．6 7 0．3 1 3 0．2 1 8 1 3．6 5 0＊＊

10 先生 が休 む と うれ しい と思 い ます か 。
は　　 い
7 3 （6 2．9）

ふ つ　 う
3 8 （3 2．8）

い　 い　 え

5 （4．3 ）
2 5．1 0 0．3 5 2 0．2 7 7 1 0．8 3 2＊＊

1 1
先生 に しか られ る と， は らが た ちま す

か ・

い つ　 も

6 4 （5 5．2）

と きど き

4 8 （4 1．4）

い　 い　 え

4 （3．4 ）
2 4．5 0 0．1 0 4 0．0 1 7 8．0 8 9＊

12
先生 に しか られ る と， いつ ま で も気 に

な ります か 。

い つ　 も
6 9 （5 9．5）

と きど き

4 1 （3 5．3）

い　 い　 え
6 （5．2）

2 4．6 4 0．1 5 9 0．0 7 5 3．0 4 9

⑳
学 校 を か わ った ほ うが い い と思 う先 生

が い ます か ・

は　　 い
5 2 （4 4．8）

わからない
5 4 （4 6．6）

い　 い　 え
1 0 （8．6）

2 5．0 8 0．2 5 7 0．1 6 6 7．1 1 2＊

⑭
授 業 ち ゅう， 先 生 に質 問 しに くいで す

か ・

は　　 い
3 3 （2 8．4）

ふ つ　 う

4 7 （4 0．5）

い　 い　 え

3 6 （3 1．0）
2 6．3 5 0．4 2 2 0．3 3 3 15．8 7 4＊＊車

1 5 先 生 と遊 ぶ こ とが あ ります か 。
多　　 い

5 （4．3）

少 しあ る

3 8 （3 2 ．8）

い　 い　 え

7 3 （6 2．9）
2 6．7 3 0．2 6 0 0．1 8 1 5．6 4 2†

1 6
あ な た のお か あ さ ん と先 生 は話 しあ い

を さ れ ます か 。

とき ど き
2 0 （17．2）

た　 ま　 に
5 7 （4 9．1）

い　 い　 え
3 9 （3 3．6）

2 5．0 6 0．1 4 5 0．0 4 6 4．6 9 7†

㊥
あ な た の学 校 の 先 生 は， よ い先 生 が 多

い と思 い ます か 。

は　　 い
6 1（5 2．6）

ふ つ　 う
5 5 （4 7 ．4）

い　 い　 え

0　 （0）
2 4．8 8 0．2 4 3 0．1 5 9 11．3 9 9＊＊

1 8
あ な た は先 生 に は め られて か ら， そ の

授 業 がす き にな った ことが あ りま す か 0

は　　 い

4 4 （3 7．9）

わからない

5 0 （4 3．1）

い　 い　 え

2 2 （1 9．0）
2 4．9 8 0．1 8 8 0．0 9 0 2．2 7 9

1 9

あ な た は， 先 生 に 注 意 さ れて か ら， そ

の授 業 が き らい に な った こ とが あ りま
す か

は　　 い

7 1 （6 1．2）

わからない
3 2 （2 7．6）

い　 い　 え
1 3 （1 1．2） 2 5．0 7 0．3 0 1 0．2 1 8 4．4 9 5

2 0

・

そ ん け いで きな い 先生 が いま す か 。

多　　 い

7 5 （6 4．7）

少 しい る

3 9 （3 3 ．6）

い　 な　 い

2 （1．7）
2 4．6 9 0．2 0 3 0．1 2 6 4．2 5 3
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表3－7　領域D（家庭環境）の項目分析の結果（N＝116）

．砿 質　　　 問　　　 内　　　 容

f　　　　 （％ ）

M ， γpb i

】

pbiγir
x 2

○ ？ ×

1
あ なた は， 家 の ま わ りが う る さ くて，

勉 強が で きな い こ とが あ りま す か ・

い つ　 も
5 6 （4 8．3）

と き ど き
5 7 （4 9．1）

い　 い　 え
3 （2．6）

2 7．1 2 0．1 2 6 0．0 2 5 13．5 9 3 ＊＊

2
あ な たの 家 には， 子 ど もだ け の へ や

か， また は勉 強 べ や が あ ります か ・

は　　 い
7 6（6 5．5）

9
1 8 （1 5．5）

い　 い　 え

2 2 （1 9．0）
2 7．4 2 0．2 4 6 0．1 4 3 3．1 6 6

3
勉 強 で必 要 な もの は両 親 に い えば ， す

ぐ買 って くれ ま す か 。

い つ　 も

52 （4 4．8）

と き ど き

5 8 （5 0．0）

い　 い　 え

6 （5．2）
2 7．2 5 0．1 6 2 0．0 5 8 2．9 4 7

4
毎 月， き ま って 学 習 ざ っ L を と って い

ます か 。

1 ～ 2 冊

2 0 （1 7．2）

と る月 も

あ　　 る

4 7 （4 0．5）

な　　 い

4 9 （4 2．2）
2 7．8 3 0．1 8 4 0．0 7 5 4．5 0 3

5
家 族 の人 と一 し ょに， 楽 し くゲ ー ムを

した り遊 ん だ り しま す か 。

と きど き

3 8 （3 2．8 ）
た　 ま　 に
5 9 （5 0．9）

い　 い　 え
1 9 （1 6．4）

2 7．5 4 0．2 0 3 0．0 9 3 3．1 2 1

（り
テ レ ビや ラ ジオ が う るさ くて ， 勉 強 で

きな い こ とが あ りま す か ・

い つ　 も

5 5 （4 7．4 ）

た ま　 に

5 5 （4 7．4）

い　 い　 え

6 （5．2）
2 7．4 4 0．2 3 5 0．1 3 4 6．5 2 8＊

7
勉 強 ち ゅう， て つ だ い を させ られ る こ

とが あ ります か ・

い つ　 も

6 5 （5 6．0 ）

た　 ま　 に

4 7 （4 0．5）

い　 い　 え

4 （3．4）
2 7．2 5 0．1 9 1 0．0 9 6 5．2 5 7†

8
あな た の両 親 は， と もか せ ぎ を して 家

にい な い こ とが 多 い で す か 。

と き ど き

8 9 （7 6．7 ）

た　 ま　 に

9 （7．8）

い　 い　 え

18 （1 5．5）
2 7．4 8 0．3 2 4 0．2 4 0 3．1 9 4

⑨
あな た に こ ま った こ とが あ る と き， 家

の 人 は相 談 相 手 に な って くれ ます か ・

い つ　 も
3 9 （3 3．6）

と き ど き

6 3 （5 4．3）

い　 い　 え

14 （1 2．1）
2 7．7 0 0．2 6 0 0．1 5 2 8．2 7 8＊

⑲
家 庭 が お も しろ くな くて， 家 出 した い

と思 う ことが あ りま す か 。

と きど き

7 8 （6 7．2 ）

た　 ま　 に

3 3 （2 8．4）

い　 い　 え

5 （4．3）
2 7．5 0 0．3 4 3 0．2 6 1 7．5 0 0＊

⑪

親 に しか られ る と， む くれて 話 を しな

か った り， いい つ け を きか な い こ とが

あ ります か 。

と きど き

2 4 （2 0．7 ）

た　 ま　 に

6 9 （5 9．5）

い　 い　 え

2 3 （1 9．8）
2 8．0 0 0．2 7 9 0．1 7 0 6．2 6 2＊

1 2
家 族 の だ れか が ， 現 在 長 い間 ， 病 気 を

して い ます か 。

3　 か 月

以　　 上

1 1 0（94 ．8）

1～ 2か 月
4 （3．4）

い　 な　 い・
2 （1．7）

2 6．8 4 0．0 7 2 0．0 3 0 1．3 6 7

⑱

家 で きよ うだ いげ ん か， 親 子 げん か な

どが あ って ， 勉 強 す る気 持 ちが な くな

る こ とが あ りま す か 。

と きど き

6 0 （5 1．7 ）

た　 ま　 に

4 5 （3 8．8）

い　 い　 え

1 1 （9．5）
2 7．8 1 0．3 6 7 0．2 7 3 1 1．6 8 2＊＊

⑭

お と うさん か， 家 族 の だ れ か が， 酒 を

の ん で， いや な 気 も ちに な る こ と が あ
りま す か 。

と きど き

8 4 （72 ．4 ）

た　 ま　 に

2 0 （1 7．2）

い　 い　 え
12 （1 0．3）

．2 7．2 8 0．2 3 4 0．14 8 7．6 8 4＊

⑯
家 族 ぜ ん ぶ が きそ く正 しい生 活 を して

いま す か 。

い つ　 も

1 9 （1 6．4 ）
だ いた い
8 3 （7 1．6）

い　 い　 え

14 （1 2．1）
2 7．7 1 0．2 2 0 0．1 0 9 8．0 8 7＊

1 6
友 だ ち が家 へ くるの を 家 の人 は よ ろ こ

び ま す か ・
は　　 い
2 2 （1 9．0）

ふ つ　 う

．8 4 （7 2．4）

い　 い　 え

10 （8．6）
2 7．5 1 0．1 8 4 0．0 7 2 6．2 7 3＊

㊥
お 客 さ ま が多 くて 勉 強 で きな い こ とが

あ ります か 。

い つ　 も

6 1 （5 2．6）

た　 ま　 に

5 2 （4 4．8）

い　 い　 え
3 （2．6） 2 7．3 6 0 ．2 2 8 0．1 3 2 8．2 5 4＊

⑯
家 族 の人 は あ なた の 勉 強 ち ゅ う， 静 か

に して いて くれ ま す か 。

い つ　 も

4 1 （3 5．3）

と き ど き

6 3 （5 4．3）

い　 い　 え

12 （10．3）
2 7．8 0 0．2 9 9 0 ．19 4 1 5．50 6＊＊＊

1 9
家 にい るよ りも， はか に も っと楽 しい

と ころ が あ ります か 。
は　　 い

1 8 （1 5．5）

わか らない
6 6 （5 6．9）

い　 い　 え

32 （2 7．6）
2 7．7 8 0．2 0 1 0 ．0 8 9 5．13 3†

㊨
家 の 人 と意見 が あわ な い で， いや にな

る こ とが あ りま す か ・

い つ　 も

4 7 （4 0．5）

とき ど き

6 6 （5 6．9）

い　 い　 え

3 （2 ．6）
2 7．6 3 0．2 8 7 0．1 87 8．3 4 8＊
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表3－8　領域E（近隣学校環境）の項目分析の結果（N＝116

A左

l

質 ・， ＿　問　　　 内 ．　 容 ・

f　　　　 （％ ）

M p

l
l≧　γ。bi ．

l
】　　　　 l

‘l

pbi7‘ir
x 2

○ 9 1 ll　　 X

①
家 の近 くにゆ うえ ん地 や 広 場 な ど の遊

び 場 が あ りま す か 。

は　　 い

7 5 （6 4．7）

I少 し遠 く

に　 あ　 る
3 0 （2 5．9）

伝 品 l

2 6．7 2

。．2 8。！

0．17 5 9．7 3 2 ＊＊

2 近 くに図 書 館 が あ ります か 。
は　　 い
13 （1 1．2）

少 し遠 く

に　 あ　 る
3 4 （2 9．3）

な　　 い
6 9 （5 9．5） 2 3 ．8 0 － 0 ．3 8 0 「 0．4 7 6 2 ．0 3 0

3
本 屋 や 文 ほ う ぐ屋 は近 くに あ り ま す

か 。

は　　 い
60 （5 1．7）

少 し遠 く

に　 あ　 る
3 9 （3 3．6）

な　　 い

1 7 （14．7）
2 6．3 0 0 ．0 5 6 － 0．0 7 0 2 ．8 68

4
映画 館 や パ チ ン コ屋 な どの に ぎ や か な

遊 び場 所 が近 くに あ りま す か ・

は　　 い

6 4 （5 5．2）

少 し遠 く

に　 あ　 る
3 6 （3 1．0 ）

な　　 い

1 6 （1 3．8）
2 6．3 3 0 ．0 7 2 － 0．0 5 2 2．9 0 3

（り 近 所 に親 しい友 だ ちが い ま す か 。
は　　 い
8 4 （7 2．4）

？

1 8 （15．5）

い　 い　 え

1 4 （1 2．1）
2 6．8 2 0 ．3 6 2 0．2 6 2 1 1．3 16 ＊＊

⑥
近 くにへ ん な 人 が いて ，会 うの が いや

だ と思 う こ とが あ り ます か ・

い つ　 も

5 6 （4 8．3）

と きど き

3 9 （3 3．6）

い　 い　 え

2 1 （1 8．1）
2 7．0 2 0．3 2 0 0．1 9 7 5．8 3 9†

⑦
あ なた の 家 の近 くは， 夜 お そ くまで さ

わ が しい で す か 。

い つ　 も

8 2 （7 0．7）

と きど き

2 7 （2 3 ．3 ）

い　 い　 え

7 （6．0）
2 6．5 3 0．2 1 8 0．1 1 6 4．2 7 4

8
学 校 ま で か よ う時 間 は どれ く らいか か

り ます か 。

1 時 間

以　　 上
1 0 4（8 9．7）

3 0分 ～

1 時 間

1 1 （9．5）

3 0分 以 内

1 （0．9）
2 6．3 3 0．1 9 0 0．1 2 9 3．7 6 7

9
学 校 へ 行 くま で に， に ぎや か な と こ ろ

を通 りま す か ・
は　　 い
4 2 （3 6．2）

ふ つ　 う
4 0 （3 4．5）

い　 い　 え
3 4 （2 9．3 ）

2 5．6 7 － 0．1 4 3 － 0．2 7 2 0．3 4 5

1 0
あ なた に は， 近 所 に親 しい 友 だ ちが い

ませ ん か 。

は　　 い

8 1 （6 9．8）

9

1 9 （16．4）

い　 い　 え

1 6 （1 3．8）
2 6．9 3 0．3 9 6 0．2 9 4 13、4 9 2 ＊＊

1 1
学 校 の 運 動場 は広 くて み ん な が 自 由 に

あそ べ ま す か 。

は　　 い

0　 （0）

だ い た い

4 3 （3 7．1）

い　 い　 え

7 3 （6 2．9）
2 8．1 6 0．2 6 0 0．1 5 7 3．5 9 4

1 2
あ なた の 学校 の図 書 館 は， 本 が た くさ

ん そ ろ って い ます か 。

多　　 い

2 2 （1 9．0）

ふ つ　 う

8 1 （69．8）

少 な　 い

1 3 （1 1．2 ）
2 6．3 3 0．0 5 0 － 0．0 8 5 0．2 2 8

1 3
あな た の 学校 の理 科 室 に は， きか い ，

標 本 な どた くさん あ りま す か ・

多　　 い

2 2 （1 9．0）

ふ つ　 う

7 9 （68．1）
少 な　 い
1 5 （1 2．9）

2 6．5 4 0．1 1 0 － 0．0 2 6 0．6 3 1

⑭
学 校 の 近 く， また は家 の近 くに あぶ な

い場 所 が あ ります か 。

は　　 い
3 1 （2 6．7）

？

4 3 （3 7．1）

い　 い　 え

4 2 （3 6．2 ）
2 7．2 5 0．2 7 d 0．1 3 8 8．9 6 0＊

1 5
勉 強 ち ゅ う， や か ま し くて， 先 生 の い

う こ とが 聞 こえな い こ とが あ りま す か 。

い つ　 も

1 3 （1 1．2 ）

とき ど き

9 8 （8 4．5）

い　 い　 え

5 （4．3 ）
2 6．0 2 － 0．0 4 0 － 0．1 7 4 2．9 6 2

⑯
あ なた は自分 の学 校 が よ い 学校 だ と思

いま す か 。

い つ　 も

3 8 （3 2．8）

と きど き

6 6（56．9）
い　 い　 え

1 2 （1 0．3 ）
2 6．9 6 0．2 7 4 0．1 4 5 1 4．0 4 0＊＊＊

㊥
ク ラス の ふ ん い気 は明 る く， 活 気 が あ

りま す か 。

い つ　 も

5 4 （4 6ニ6）

と きど き

57 （4 9．1）

い　 い　 え

5 （4．3 ）
2 6．6 4 0．2 0 5 0．0 8 3 6．6 7 7＊

⑲
あな た の 学校 は勉 強 中心 で， いや にな

る こ とが あ ります か 。

い つ　 も

7 1 （6 1．2 ）

とき ど き

4 3 （3 7．1）

い　 い　 え

2 （1．7 ）
2 6．6 5 0．2 6 5 0．1 5 9 1 2．2 3 7＊＊

⑩

あな た の 学校 は， あ ま り勉 強 しな い人

が 多 い の で， いや に な る ことが あ りま
す か ・

と きど き

9 1 （78 ．4 ）

た　 ま　 に

2 4 （2 0．7）

い　 い　 え

1 （0 ．9）
2 6．3 5 0．1 4 6 0．0 60 5．0 3 9†

㊨
学 校 の ふ ん い気 が お も しろ くな くて，

転 校 した い と思 う こ とが あ ります か 。
と きど き
9 0 （77．6）

た　 ま　 に
2 0 （1 7．2）

い　 い　 え
6 （5．2）

2 6．6 5 0．3 3 4 0．2 4 7 6．5 0 9＊
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でそれぞれ有意差または有意差的傾向のあることを示している。

なお，G－P分析では，各領域の尺度の得点をQlとQ3で切り，下位得点者群（L群）30名と

上位得点者群（H群）30名との合計60名について行なった。

また，項目番号（No．）の欄で，○印の付してあるものは，修正点二系列相関（，tiγir）と，G－P、

分析でのx2の両方の数値を同時に考慮して，のちの因子分析的検討のために採択したものを示

したものであることをあらかじめことわっておく。表3－1から表3－8までについては以上の

ようにみていきたい。

このようにして表3－1から表3－8までをみてみると，内的斉合性，つまり，，biγir（修正点

二系列相関）は全般的に低いことがうかがえるのである。

そこで，G－P分析でⅩ2－検定を行なってみると，同じく表3－1から表3－8までのⅩ2の

欄に示されているように，かなり有意差のみられる項目があったことがうかがえる・

G－P分析の結果では，領域M（精神的健康度）では5％以下の有意水準に達しているものは

10項目，領域P（身体的健康度）では9項目，領域H（勉強の方法）では14項目，領域S（学習意

欲）では14項目，領域F（友人関係）では12項目，領域T（教師関係）では12項目，領域D（家

庭環境）では12項目，そして領域E（近隣学校環境）では8項目となっており，各領域20項目の

うちほぼ半数前後の項目に有意差のあったことがみられる。

このように，内的斉合性の吟味と，G－P分析からみてみると，それぞれの債域について，質

問項目のなかに，学力向上要因（これは逆にいえば学力阻害要因ともいえるかもしれない）につ

いて，十分に弁別していない項目のあることを示唆している。

一般に心理検査といわれるもののなかには，えてして，目的としているところの内容について

十分に弁別していない項目がふくまれていることがありうるが，ここでも部分的にせよ，そうし

た点が明確化されたように思う。

このことは，ここでFATについてとりたてて云々したり批判したりするつもりではない・む

しろ，一般的にいってこのようなことが十分検討されずに心理検査として作成されることがあれ

ば，本来目的とするところを十分に弁別しえない可能性のあることを示唆している・以上よりこ

のことに対して一考の余地が残されているように思われる・

このようにして，一応，FATの場合においても，ほぼ半数近くの項目がそれぞれの債域につ

いて，その，ねらいとしていることがらを弁別しにくいようであることがうかがえた。

したがって，このテストにおいても，厳密にいえば，項目数をそれぞれの領域について減らし

ても実施可能であり，そうすることによって，むしろより適確に学力向上要因なり学力阻害要因

について吟味したり，診断したりできるのではないだろうかということを思わせるのである。

3．因子分析的検討

（1）各領域ごとの因子分析

以上にみてきたように，FATの場合，少なくとも，内的斉合性を点二系列相関（γ，hiまたは

phjγir）とG－P分析（x2一検定）で検討してみたところ，それぞれの債域の20項目の質問項目の

うち，大よそ半数に近いものが，ここでいうところの学力向上の要因としての項目として適切で

ないように思われた。

しかしながら，ふつう妥当性として心理検査でいわれるもののなかには，種々の側面があるが，
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ここではさらに，因子的に検討してどうであろうかということに接近してみることにしたいと考

えた。

そこで，次に，上記表3－1から表3－8までにみられる結果を参考として，比較的内的斉合

性が高く，しかも，G－P分析の結果でも内的斉合性とほぼ対応的に一貫して有意差の出ている

項目を，それぞれの債域から10項目ずつ選び出して因子分析的検討を加えてみることにした・

ここで因子分析を行なった含蓄的背景としては，次のようなことが考えられる。すなわち，上

に報告した内的斉合性やG－P分析の結果にもとづいて選ばれた項目に関しては，各儀域毎に因

子的なまとまりをみせるかどうかである。因子的妥当性という面からみれば，各領域ごとに，選

出した質問項目はひとつのクラスター（まとまり）をみせてもよかろうし，さらに，仮定的には

ひとつの因子のみで説明できるような形の因子パターンを示すはずであるということが予想でき

るわけである。

このようにして，各債域についてそれぞれ10項目を選んで因子分析を行なうことにした。

具体的に各領域について選び出した質問項目とそれぞれの項目間の相互相関，および主因子法

による因子行列は，表4－1から表4－8までに示したとおりである。（参考までに，表3－1か

ら表3－8までの各表の中で，質問項目のNo．に○印を付したものが，選び出されて因子分析に

かけられた項目に該当している。）

これらの表4－1から表4－8までの各表では，先にも述べたような観点から因子が一個のみ

で説明しうるのかどうかだけをみることが主たるねらいであるから，APPER　によって共有性を

推定したうえで，主因子分析までしか実施しなかったことをことわっておく。それによると，

（i）債域M（精神的健康度）については，第2因子あたりまでが寄与しているとみられる。

（ii）領域P（身体的健康度）についてもほぼ同様。

仙　領域H（勉強の方法）については第2因子まで。

柚　領域S（学習意欲）についても同様。

（Ⅴ）債域F（友人関係）は第3因子あたりまでが寄与している。

価　領域T（教師関係）は，第2因子あたりまで。

摘　債域D（家庭環境）は，第2因子まで。

佃　領域E（近隣学校環境）では第3因子あたりまで・

ということがうかがえる。この主因子分析法では因子数を一応各領域の項目数だけ（具体的には

10個）と指定して分析したところ，表4－1から表4－8までにみるような形で，因子数を定め

て分析している。そして，大きく寄与する因子の数は，上に記したような具合になっているわけ

である。

ここでいえることは，各領域ともに，寄与する因子の比率はいずれも第1因子が最も大きいこ

とは当然だが，第2，第3因子あたりでも10％そこそこの寄与を示しており，無視することがで

きる程度の寄与率ではないことである。つまり，各領域ともひとつの因子だけでは説明しきれな

いような因子パターンになっているという点である。換言すると，共通したひとつの要因だけで

は十分でないこと，他の要因も関与しているらしいことがうかがえること，領域として設定され

たものが，2つ以上の要因（因子）で構成されている可能性のあることなどが示唆されているわ

けである。
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表4－l M一尺度の項目間の相互相関と，主因子法による因子行列

債　　 域軒 、一票 喪 仁 i　 M （精 神 的 健 康 度） の 項 目 間 の 相 互 相 関

l

主 因 子 法 に よ　 る 因 子 行 列

l】（豊 ） M 2

（M 6）

M 3

（M 7）

M 4

（M 8）

M 5

（M 1 2

M 6

）（M 14）

M 7

（M 1 5

M 8

）（M 1 7）

M 9

（M 18）

M l O

（M 2 0）－ I Ⅱ Ⅲ Ⅳ 呵

M l （M 3）
だ れ とで もす ぐな か良 しにな

るは うで す か 。

I

．4 2 3 一 ．3 14 －．1 2 4 ．3 5 4 ．4 1 8

i

M 2 （M 6 ）
世 の 中 は正 直 者 が ば かを み る

こ とが多 い と思 い ます か 。
．17 ．6 6 4 ．0 0 0 －．1 0 6 一．2 13 ．4 9 8

M 3 （M 7 ）
あ なた はふ しあ わせ な人 間 だ

と思 いま す か ・

f

．2 8
．3 8 ．6 1 9 －．1 4 7 一．1 7 1 一 ．12 2 ．44 9

M 4 （M 8 ）・
お金 を も って い る人 が い ちば

ん しあ わ せ だ と思 い ます か 。
．10 ．0 8 ．1 0 l ．3 32 ．4 7 1 ．1 4 5 ．2 6 6

1

．42 4

M 5 （M 1 2）

お友 だ ちが遊 んで い るの に 自

分 だ け勉 強 す る の はば か ら し

い と思 い ます か ・

一．04 ．1 6 ．1 6 ．3 0
．2 93 ．1 7 0 ．4 9 6 － ．0 4 8 ．3 63

M 6 （M 1 4）
テ ス トの結 果 を いつ ま で も く

よ くよ考 えて い る ほ うで す か ・

．06 ．2 9 ．0 8 ．3 7 ．0 6
l ．3 60 ．4 3 3 －．1 6 5 ．18 6 ．3 7 9

M 7 （M 1 5）
す ぐあ きて しま って 気 が うつ

りや す い は うで す か ・ ．41 ．3 8 ．4 1 ．0 2 ．1 1 ．1 2 ．52 7 一．3 7 5 ．0 4 5 ．1 65 ．4 4 8

M 8 （M 1 7）
い や な ことが あ る とい つ まで

もわ す れ な い は うで す か ・ ．17 ．4 7 ．4 6 ．2 6 ．0 7 ．3 1 ．0 7 ．57 5 ．2 6 7 一．2 1 9 一 ．2 0 9 ．4 9 4

M 9 （M 1 8） ふ ゆ か い な こ とが 多 くあ りま

す か 。
．24 ．4 1 ．3 1 ．1 5 ．14 ．1 0 ．22 ．1 5 ．5 1 1 －．1 2 6 ．1 1 9 －．0 4 7 ．2 9 3

M l O （M 2 0）
人 前 で は あが って 話 す ことが

で きな い ほ うで す か 。
．08 ．12 ．0 1 ．0 6 ．3 3 一．0 6 ．2 5 ．1 3 ．2 1

】

．2 7 2 一．1 1 3 ．4 9 8 一 ．0 64 l ・3 3 9

寄　　 与　　 量 ∑ aう 2．2 7 2 0．7 9 9 0．6 6 3 0．3 70 4 ．10 4

寄　　 与　　 率 （％ ） 22．7％ 8．0 ％ 6．6％ 3．7％ 4 1．0％
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表4－2　p－尺度の項目間の相互相関と，主因子法による因子行列

軒 ‾‾‾至 一嘉 一 P（身体的健康度）の項目間の相互相関 主因子法によ　る　因子行列
［ p l

・（P 3）

P 2

（P 6）

P 3

（P 7）

P 4

（P 8）

P 5

（P l l

P 6

） （P 12

P 7

）（P 1 3

P 8

） （P 1 4

P 9

） （P 1 6）

P lO　ニ

（P 17）±
I Ⅱ Ⅲ IV

l
呵

P l （P 3 ）
］少 し無 理 を す る とす ぐつ か れ

ま す か 。

ll

l

．5 2 3 ．0 54 ．0 6 7 一一．3 9 7 を

l

．4 3 8

P 2 （P 6） 病 気 で学 校 を 休 み ま す か 。
l「 4 2 ．7 0 8 一．1 5 8 －．1 4 0 一．2 4 5 ：

［
．6 0 5

P 3 （P 7）
病 気で 学 校 を 長 期 間 休 ん だ こ

！とが あ りま す か 。
l ・17 ．3 8 ．5 9 0 一．6 1 7 ．1 5 0 l

・2 2 5 i
．8 02

l
P 4 （P 8 ）

朝， 目が さ めた と き頭 の 中 は

す っ きり して い ま す か 。
－ ．3 5 ．4 3 ．1 5 ．6 2 3 ．3 4 8 －．2 5 7

l

－．0 3 1 】
ε1

．5 7 6

P 5 （P l l） 医者 に かか りま す か 。 ．3 5 ．6 5 ．7 8 ．3 1 ．7 3 4 －．5 0 7 一．2 3 2
［

．0 7 1
．8 54

P 6 （P 1 2） 胃 は じょ うぶ な は うです か 。 ．2 1
I
［

．2 3 ．0 0 ．5 6 ．2 1 ．4 5 5 ．4 2 1 一．3 9 6 ．1 43 ．5 6 1

p 7 （P 1 3） ！自分 のか らだ の ど こかが 不 自

由 で， その こ とが気 に な りま
す か 。

l

．2 8
．2 6 ．2 6 ．1 4 ．17 ．2 6

l

．14 6 7 ．1 6 5 ．3 3 4 ．13！＝

l
l

．3 7 7

P 8 （P 1 4）
眼 がわ る くて 勉 強 が しに くい

ことが あ りま す か 。

l

－ ・0 9l

．2 4 ．0 5 ．4 5 ．2 2 ．3 2 ．3 9 ．4 8 4 ．3 8 0 ．0 8 5
1

・2 7 3 j
．4 6 0

P 9 （P 1 6） ［耳 が遠 くて 人 の話 を 聞 き も ら

す こ とが あ りま す か 。
．3 4 ．2 4 ．2 8 ．2 8 ．04 －．0 1 ．4 1 ．3 3 l

l

．4 5 1 ．1 7 4 ．5 1 9 一．0 8 3 ．51 0

P lO （P 1 7） 】

I

鼻 が悪 い ほ うで す か 。 ．2 2

l

．17 ．1 3 ．2 3 ．2 0 ．2 3 ．13 ．2 5 ．3 4 ］ ．3 8 3 ．1 8 3 ．1 4 1
l

－・－2 4 i
ll

．2 0 1

寄　　 与　　 量 ∑ a㌔　　　　　　　　　　　　 】 3．0 5 8 1．．1 9 9 0．73 3 0．3 9 6 5．3 8 6

寄　　 与　　 率
！　　　 （％ ）　　　 】

3 0．6％ 1 2．0％ 7．3 ％ 4．0％ 5 3．9％
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表4－3　H－尺度の項目間の相互相関と，主因子法による因子行列

軒 ～ 内 容債 域

、～　 新 聖 呈 至 番号 ）

H （勉 強 の 方 法 ） の 項 目 間 の 相 互 相 関 主 因 子 法 に よ　 る 因 子 行 列

H l

（H l）

H 2

（H 2）

H 3

（H 3）

H 4

（H 5）

H 5

（H 7）

H 6

（H 9）

H 7

（H 12）

H 8

（H 1 3）

H 9

（H 1 4）

H lO

（H 1 8）
i I Ⅱ 呵

H l （H l ）

よ く使 う辞 書 や 参 考 書 は い つ ！

も手 も とに お いて あ りま す か 。．

l ．62 3

一．1 1 3 ．4 0（

H 2 （H 2 ）施 強 す る準備 を して か らと り

…か か ります か ・

．5 3 ．7 12 一．2 7 8 ．5 8 5

H 3 （H 3 ）
脛 を たて て 勉 強 して い ます ．3 5 ．6 6 ．64 4 －．3 9 8 ．5 7：

H 4 （H 5 ） 復 習 を して か ら予 習 を して い

ます か ・　　　　　　　　　 l
．1 7 ．3 3 ．1 1 ．4 68 ．1 7 5 ．2 5 C

H 5 （H 7 ）
勉 強 と遊 び を区 別 して いま す

か ・
．3 8 ．3 6 ．4 1 ．5 0 ．6 72 ．1 6 9 ．4 8（

H 6 （H 9 ）
勉 強 す る 時間 は いつ も きま っ

て い ま す か ・
．2 0 ．16 ．2 9 ．1 7 ．3 5 ．5 56 ．4 5 3 ．5 1 4

H 7 （H 1 2） ラ ジオ や テ レビの 学 習番 組 は

利 用 して い ます か ・
．3 6 ．3 1 ．4 2 ．3 3 ．3 5 ．3 4 ．57 6 一．2 8 1 ．4 1 1

H 8 （H 1 3）

ラ ジオ や テ レビを きい た りみ

l た り しな が ら勉 強 して い ま す
か 。

．3 5 ．3 4 一．0 9 ．3 9 ．5 2 ．4 0 一 ．12 ．4 56 ．5 7 0 ．由 2

H 9 （H 1 4）
予 習 の と き， た い せ つ な こ と

はノ ー トに書 いて お きま す か 。
．4 6 ．5 6 ．4 6 ．1 8 ．3 4 ．0 8 ．53 ．0 4 ．5 86 －．4 5 6 ．5 5 1

H lO （H 1 8）
家 で は一 日 に どれ く らい勉 強

して い ます か ・　　　 l
．3 5 ．3 0 ．3 8 ．2 1 ．3 8 ．6 9 ．3 4 ．4 5 ．1 9 ．6 60 ．3 7 3 ．5 7 5

寄　　 与　　 量 ∑ a写 3．6 0 8 1．2 63 4．8 7】

寄　　 与　　 率 （％ ） 3 6．1％ 12 ．6％ 4 8．7％
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表4－4　S－尺度の項目間の相互相関と，主因子法による因子行列

領　　 域軒 ＼＼衝 （原 番 号 ）

l　　　 内　　 容 ‾、、＼

S （学 習 意 欲 ） の 項 目 間 の 相 互 相 関 主 因 子 法 に よ　 る 因 子 行 列

S l

（S l）

S 2

（S 2）

S 3

（S 3）

S 4

（S 5）

S 5

（S 6）

S 6

（S 7）

S 7

（S l l）

S 8

（S 12）

S g

（S 1 5）

S lO

（S 2 0） I Ⅱ Ⅱ 呵

S l （S l ）

L
i 先 生 や親 か ら注 意 され な いで

！自分 か らす す ん で勉 強 して い

；ます か 0 ［
i

．6 3 1 ．14 2 一．2 4 8　 － ．4 8 0

S 2 （S 2 ）
】時間 を わ す れ て勉 強 す る こ と

が あ りま す か 。
1 ．3 3 ．6 2 3 ．3 61 ．2 3 2 ．5 73

S 3 （S 3 ）
勉 強 ち ゅ う， ら くが きを した

！りマ ンガ を み た りす る こ とが
あ りま す か 。

．1 9

i

．3 5 】 ．4 1 5 ．0 3 2 ．1 9 7 ．2 1 2

S 4 （S 5 ）
慄 警 ち ゅ う， よ く質 問 しま す 】

l ・3 4 ．4 1 ．1 1
l

l
i

l

．5 3 0 ．2 18 一．0 4 5 ．3 3 0

S 5 （S 6 ） l 毎 日 きめ て勉 強 して い る科 目

が あ りま す か 。

l
l ．3 3
LI

．3 6 ．1 5 ．2 3

l

．6 2 7 －．4 3 8 ．2 9 4 ．6 72

S 6 （S 7 ） 毎 日， 予 習， 復 習 して い ま す

［か 0

LI
≧ ．2 9 ．2 1 ．3 6 ．2 2 ．7 4

l

l
l
．6 8 6 － ．6 13

1

．－3 5 ！I

．8 4 8

S 7 （S l l）
i 勉 強 に役 立 つ本 を 読 み ま す

か 。

l
： ．5 3

l

．6 3 ．2 7 ．3 8 ．2 5 ．4 5 ．7 3 4 ．19 7 －．2 7日

1

．6 5 4

S 8 （S 12）
成 績 の 悪 い科 目 は努 力 して よ

［くす るよ うに して いま す か ・
l ．4 6

l
．4 0 ．3 6 ．4 4 ．4 3 ．5 7 ．3 6 I ．7 6 5 ．0 18 ．1 3 6　 1 ．60 4

S 9 （S 1 5）

i 授 業 ち ゅ う， お しゃべ り しな

いで ， 先 生 の お話 を よ く聞 い

て い ま す か ・

】
1

．3 7

．4 6 ．2 3 ．3 5 ．1 2 一．1 5 ．3 9 ．5 1 ．4 4 5 ．5 8 2

［

・1 6つ

．5 64

S l O （S 2 0）

！勉 強 を お も しろ く す る た め

i に， 自分 で な にか くふ う して

！いま す か ・

．5 5 ．2 8 ．2 8 ．4 2 ．4 9 ．6 7 ．6 7 ．6 6 ．1 6 ．7 9 5 －．2 0 9 一．2 8 9 ．7 60

寄　　 与　　 量 ［　　　　　　　　　　　　 ∑ aう

［

4 ．0 58 1．1 8 9 0．4 5 0 5．6 9 7

寄　　 与　　 率 （％ ）

l

4 0．6％ 1 1．9 ％ 4．5％ 5 7．0％
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表4－5　F一尺度の項目間の相互相関と，主因子法による因子行列

嶺　　 域軒 書 類 仁 ＿

ヽ

！　　　 F （友 人 関 係）の 項 目 間 の 相 互 相 関 主 因 子 法 に よ　 る 因 子 行 列

F l
（F l）

F 2
（F 5）
F 3
（F 6）

F 4

（F 7）

F 5

（F 8）

F 6

（F 9）

F 7

（F ll）
F 8
（F 14）

F 9
（F 19）
F lO ±
（F 2 0）i I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

i
i h ラ
！

l
F l （F l ） 友 だちのことを家の人に話 し

ますか 。　　　　　　　 I

I
I

I
．573 －．393 －．406 ．104 ．659

F 2 （F 5 ）
】あなた は今の友 だちをだい じ　 き

に した いと思います か・　　 －
．54 I

l
．754 一．3 13 ．042 一．188 i ．703

F 3 （F 6 ）
友 だちはあなたのわる口をい

いますか・
．23 ．31

】
】
Il

．538 ．57 1 一．378 一．023 ．759

F 4 （F 7 ）
こまった とき相談す る友だち ［

がいますかo　　　　　 i
．65 ．51 ．25 I［

l
．666 －．294 －．256 ．174 ［

．626

F 5 （F 8 ）
家 の人 もあなたの友だ ちを知

って いて しんせつ に して くれ
ますか・

．19 ．4 4 ．29 ．32

［
l ．582 ．0 69 ．293 ．214

［
I ・475

［

F 6 （F 9 ）
友だ ちはあなたをの けものに
す ることがあ りますか。

．05 ．12 ．76 ．26 ．2 4 ．564 ．668 一．121 －．181
I
l ．811
l

F 7 （F ll）
あなた は友だちとの集ま りの

とき，楽 しくさせ るよう心が
けていますか。

．44 ．59 ．2 1 ．34 ．3 8 ．41 ［
l［
［
l

．672 一．098 ．041 ．012 ．464

F 8 （F 14）

いやな友だちがいて，学校 を ［

休みたい と思 うことがあ りま　 …
すか ・

一．02 ．11 ．29 一．04 ．35 ．47 ．09

［

．308 ．483 ．277 ．153

Lll ．42 7

l

F 9 （F 19） あなたの ことを心か ら心配 し
て くれ る友だちがいますか。

．17 ．33 ．17 ．45 ．47 ．20 ．45 ．27 l

l

．568 －．035 ．311 ．264 ．490

F lO （F 20） i
友 だちのために してや ること

は，つま らないと思いますか。
．26 ．66 ．05 ．36 ．33 ．30 ．33 ．09 ．37

l
l
l
．606 一．218 ．302 －．410 ．674

寄　　 与　　 量 ∑ a号 3．522 1．407 0．742 0．417 6．088

寄　　 与　　 率

l

（％）　　　　　　 l 35．2 ％ 14 ．1％ 7．4％ 4．2 ％ 60．9％
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表4－6　T－尺度の項目間の相互相関と，主因子法による因子行列

領　　 域醇 『 「こ 無 聖 ）～ 一

一

　　＼

l

T （教 師 関 係 ） の 項 目 間 の 相 互 相 関 主 因 子 法 に よ　 る 因 子 行 列

T l

（T l）

T 2

（T 4）

T 3

（T 5）

T 4

（T 6）

T 5

（T 7）

T 6

（T 8）

T 7

（T 9）

T 8

（T 1 3）

T 9

（T 14）

T l O

（T 1 7） I Ⅱ Ⅲ Ⅳ h 写

T l （T l ）
あ なた は先 生 と話 しあい を し

ます か 。
．1 8 3 ．0 8 2 ．5 7 1 ．0 32 ．3 6 7

T 2 （T 4 ）
こ ま った こ とが あ る と先 生 に

相 談 しま す か ・
．3 1 ．1 5 7 ．7 1 1 ．1 6 9 ．1 72 ．58 8

T 3 （T 5 ）
先 生 が 休 む とつ ま らない と思

い ます か 。
．1 0 ．5 0 ．3 0 2 ．6 7 8 一．0 6 0 一 ．2 90 ．63 9

T 4 （T 6 ） 先 生 は こわ い と思 い ます か ・ 一．0 2 ．0 8 ．13 ．3 7 8 ．0 3 7 一．1 6 6 －．0 14 ．17 2

T 5 （T 7 ）

先 生 の う ちで， あ なた を き ら

って い る先 生 が い る と思 いま
す か ・

．2 9 一．1 2 ．04 ．1 8 ．6 8 9 一 ．2 3 9 ．3 0 2 一．0 64 ．62 7

T 6 （T 8＿）
成 績 のつ け方 が不 公 平 だ と思

う ことが あ りま す か 。
．2 2 －．2 9 一．1 0 ．2 0 ．4 8 ．5 2 6 －．4 9 5 ．1 4 0 －．2 14 ．58 8

T 7 （T 9 ）
え こ ひい きす る先 生 が い る と

思 いま す か 。
．0 9 －．0 7 一 ．1 1 ．2 5 ．6 1 ．5 6 ．7 6 9 －．3 2 1 －．0 4 3 ．1 93 ．73 4

T 8 （T 1 3）
学 校 を か わ った 方 が い い と思

う先 生 が い ま す か ・
一．1 1 ．0 4 ．1 5 ．2 6 ．2 0 ．2 6 ．5 6 ．5 5 1 －．0 6 7 一．4 2 3 ．2 0 1 ．52 8

T 9 （T 14）
授 業 ち ゅ う， 先 生 に質 問 しに

くいで す か 。
．1 0 ．4 1 ．2 5 ．1 6 ．2 8 ．0 9 ．3 2 ．1 8 ．4 2 0 ．3 5 7 ．0 8 1 ．3 5 1 ．43 3

T lO （T 1 7）
あ なた の 学 校 の先 生 は， よ い

先 生 が 多 い思 い ます か 0
一．0 5 ．2 7 ．57 ．2 7 ．4 0 ．2 0 ．3 9 ．2 7 ．2 8 ．6 4 1 ．3 3 1 一．1 5 5 － ．2 9 6 ．63 3

寄　　 与　　 量 ∑ a号 2．5 2 7 1．6 2 0 0．7 0 8 0 ．4 53 5．3 0 8

寄　　 与　　 率 （％） 2 5．3 ％ 1 6．2％ 7．1％ 4 ．5 ％ 5 3．1％
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表4－7　D一尺度の項目間の相互相関と，主因子法による因子行列

1　　　　　 億　　 域軒 二 蟹 （原番 号 ）

．・．‾‾一一．・．一一、－－1－▼一一一一一一一一一一1．．
ヽ

】　　　 内　　 容

D （家 庭 環 境 ） の 項 目 間 の 相 互 相 関 主 因 子 法 に よ　 る 因 子 荷 量

D l

（D 6）

D 2

（D 9）

D 3

（D l O）

D 4

（D l l）

D 5

（D 13）

D 6

（D 1 4）

D 7

（D 1 5）

D 8

（D 1 7）

D 9

（D 1 8）

D lO

（D 2 0） I

Ⅱ　 巨 号

D l （D 6 ）
テ レ ビや ラジオ が うる さ くて

勉 強 が で きな い こ とが あ りま

す か 。

．5 4 3 ．2 5 5　　　　 ．3 5 9

D 2 （D 9 ）
あ な た に困 った こ とが あ る と
き， 家 の人 は相 談 相 手 に な っ

て くれ ます か ・

．1 1 ．3 3 9 ．2 1 3　　　　 ．1 6 0

D 3 （D l O）

家 庭 が お も しろ くな くて ， 家

出 した い と思 う こ とが あ りま

す か ・

．1 7 ．0 1 ．5 7 9 － ．4 7 0　　　　 ．5 5 7

D 4 （D l l）

親 に しか られ る と， む くれて

話 を しなか った り， い いつ け

を きか な い こ とが あ ります か 。

．2 1 ．3 3 ．6 0 ．6 8 6 － ．4 3 4　　　　 ．6 5 9

D 5 （D 1 3）

家 で きよ うだ いげ ん か， 親 子

げん か な ど が あ って， 勉 強す

る気 もち が な くな る こ とが あ

りま す か 。

．4 9 ．19 ．2 0 ．50 ．6 4 3 ．0 5 1　　　 ．4 1 6

D 6 （D 1 4）

お 父 さん か， 家 族 の だ れ かが

酒 を の んで ， いや な 気 もち に

な る こ とが あ りま す か ・

．4 0 ．0 4 ．3 3 ．22 ．3 7 ．5 4 5 ．2 9 1　　　 ．3 8 2

D 7 （D 1 5） 家 族 ぜ んぶ が きそ く正 しい生

活 を して い ます か ・
．2 4 ．4 7 ．3 6 ．3 7 ．3 9 ．3 8 ．6 6 7 ．1 1 0　　　　 ．4 5 6

D 8 （D 1 7） お 客 さま が多 くて 勉 強 で き な

い こ とが あ り ます か ・
．2 4 一 ．0 6 ．1 1 ．0 7 ．1 8 ．4 8 ．2 0 ．3 4 6 ．3 9 5　　　　 ．2 7 6

D 9 （D 1 8）
家 族 の 人 は， あな た の勉 強 ち

ゆ う， 静 か に して くれ ま すか 。
．3 9 ．4 3 －．0 2 ．0 4 ．2 6 ．3 1 ．4 5 ．3 4 ．4 7 1 ．5 0 4　　　　 ．4 7 5

D lO （D 2 0）
家 の 人 と意見 が あわ な い で い

や にな る こ とが あ りま す か 。
．3 2 一 ．02 ．6 0 ．6 4 ．4 2 ．1 4 ．4 6 ．0 6 ．2 3 ．6 8 3 一 ．4 1 1　　　 ．63 6

寄　　 与　　 量

ll
！　　　　　　　　　　　　 ∑ a 3

1

3．1 7 9 1．1 9 8　　　　 4．3 7 7

寄　　 与　　 率 （％）
l

3 1．8％ 1 2．0％　　　 4 3．8％
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表4－8　E－尺度の項目間の相互相関と，主因子による因子行列

斬 新 番 三 と （芸 芸号 ） 域
E （近 隣 学 校 環 境 ） の 各 項 目 間 の 相 互 相 関 主 因 子 法 に よ　 る 因 子 行 列

E l

（E l）

E 2

（E 5）

E 3

（E 6）

E 4

（E 7）

E 5

（E 1 4）

E 6

（E 1 6）

E 7

（E 1 7）

E 8

（E 18）

E 9

（E 1 9）

E l O

（E 2 0）
I Ⅱ Ⅲ Ⅳ h 号

E l （E l ）
家 の 近 くに ゆ うえ ん 地 や広 場

な どの遊 び場 が あ りま す か 。
．50 9 ．1 5 6 ．5 4 5 －．3 7 6 ．7 2 2

E 2 （E 5 ）
近 所 に 親 しい友 だ ちが い ま す

か ・
．2 9 ．5 27 一．1 5 2 ．3 5 8 ．11 8 ．4 4 3

E 3 （E 6 ）

近 くにへ ん な人 が い て会 うの

が い や だ と思 う こ とが あ りま

ーす か ・

．0 5 ．0 9 ．4 3 6 ．4 7 0 －．4 3 4 一 ．16 4 ．6 2 7

E 4 （E 7 ） あな た の 家 の近 くは夜 お そ く

ま で さ わ が しいで す か ・
．3 2 ．2 1 ．3 2 ．16 3 ．5 7 8 ．1 6 1 ．0 6 2 ．3 9 1

E 5 （E 14 ）
学 校 の近 くまた は家 の 近 くに

あぶ な い場 所 が あ りま す か ・
．1 4

l

．1 8 一．0 1 ．0 4 ．2 74 ．2 0 9 ．12 4 ．5 4 4 ．4 3 0

E 6 （E 16）
あ な た は 自分 の学 校 が よ い学

校 だ と思 い ます か 。
．1 0 ．5 1 ．0 7 －．1 4 ．1 7 ．60 8 一．4 7 8 － ．1 1 4 ．1 9 7 ・6 5 q

E 7 （E 17 ）
ク ラス の ふん い気 は明 る く，

活 気 が あ ります か 。
．1 6 ．2 8 －．0 7 －．3 9 － ．2 6 ．6 2 ．4 6 7 一．6 7 0 一 ．13 6 一．1 2 4 ．7 0 0

E 8 （E 1 8）
あ な た の学 校 は， 勉 強 中心 で ，

いや に な る ことが あ りま す か 。
．1 0 ．1 5 ．2 8 ．3 0 ．3 5 ．1 9 ．2 8 ．5 2 3 ．1 8 0 一．0 7 6 ．2 0 5 ．3 5 4

E 9 （E 19）

あな た の学 校 は， あ ま り勉 強

しな い人 が多 いの で い や に な

る こ とが あ りま す か 。

．6 6

l

．4 7 ．3 3 －．0 1 ．2 4 ．32 ．2 8 ．4 5 ．8 0 1 ．0 6 6 ．1 8 5 －．0 9 1 ．6 8 8

E l O （E 2 0）

学 校 の ふ ん い気 が お も しろ く

な くて， 転 校 した い と思 うこ

とが あ ります か ・

l

t ・0 7 一．0 5 ．6 1 ．1 1 ．1 9 ．3 9 ．2 5 ．2 7 ．4 4 ．5 8 0 ．1 70 一．5 4 0 －．0 9 6 ．6 6 6

寄　　 与　　 量 ∑ 弱 2．6 6 7 1．3 89 1．0 18 0．5 9 6 5．6 7 0

寄　　 与　　 率 i　　　　　　 （％ ）

】

2 6．7％ 13 ．9％ 10．2％ 6・0坤 5 6．7％



表5　　抽　　出　　80　　項　　目　　の　　相　　互　　相　　関　　行　　列　（四分割相関による）（N＝116）

〒ミ「～　　 －‾一一一一一一一・一．一一▼一一、、－－　－－－－～ 一一一＿＿　＿＿＿．新番号と（原番号）

．、＼・、、＼、、 、＼＼

＼
＼l 申．

新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 容
番
号
と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

＼、’＼； l　 内　 容 ＼＼こ＼＼＼‘ 、、

忠 ）。【芸）岩）。㌶芸）。㌶1雲）‘。㌶1：，。㌶1：）。㌶1；）霊 ）。霊：）l

だ　世ま　あ　おい　友ば　テは　すか　いで‾、ふ一　人か
れ　のす　な　金ま　だか　スう　ぐ0　やすノ‘ゆ　前0
と　中か　た　をす　ちら　トで　あ　　なか　か　で
で　は・　は　tか　がし　のす　き　　こ・　い　は
享　歪．言 ・票ど箕な盲．志　 き　慕
ぐ　者　　し　い　　で恩　を　　ま　　あ　　と　　つ
な　が　　あ　る　　いい　い　　っ　　る　　が．て
か　ば　　わ　入　　るま　っ　　て　　と　　多　語
長　か　　せ　が　　のす　ま　　気　　い　‾　く　す　－
L　を　　な　い　　にか　で　　が　　つ　　あ　こ
に　み　　人　ち　　自・も　　う　　ま　t　り　とな　る　　間　ば　　分　　く　　つ　　で　　ま　が
る　こ　　だ　ん　　だ　　よ　　り　　も　　す　で
襄招 招 妻 沼 脅針

0　恩　　か　と　　の　　い　　で　　は　　　　　で
い　　・　思　　は　　る　　す　　う　　　　　す

PI p 2　P3　P4　P5　P6　P7　P8　P9　plO
（P3）（P6）（P7）（P8）（Pll）（P12）（P13）（P14）（P16）（P17）
少　病　病　輿票　誓‘罠　募雷　撃　票な　票l
L　　気・気
撫　　で　　で　目・　に・じ　のな　わ　達　　意
芋 蔓 親 日 』 は Π つ　 替

る　　休　　長　た　　ま　　な　のか　勉　の　　で．
と　　み　　期　と　　す　　ほ　ど0　強　話　　す
す　　ま　　聞　き　　か　　う　こ　　が　を　　か
ぐ　　す　　休　頭　　・　で　か　　し　聞　　　0
つ　　か　　ん　の　　　　　す　が　　に　き究 ・ぎ　毘　　 な　看　 た　告
ま　　　　　と　す　　　　　　　　由　　こ　す
す　　　　　が　っ　　　　　　　　で　　と　こ
な　　 苦　言　　　　 定　 雷　鳥
ま　　し　　　　　　　　の　　り　あ
す　て　　　　　　　　こ　　ま　り
か　い　　　　　　　　と　　す　ま
○　ま　　　　　　　　が　　か　す

・

lHI H 2　H3　H4　H5　H6　H7　H8　H9　HlO

・（Hl）（H2）（H3）（H 5）（H7）（H9）（H12）（H13）（H14）（H18）
よあ　勉　　計　復　　勉　　勉　　テ　ラし　予お　家
くり　強　　画　　習　　強　　強　　ジ　ジて　習き　で
使ま　す　　を　　を　　と　　す　　オ　オい　のま　は
1うす　る　　立　　し　　遊　　る　　や　やま　とす　一辞か　準　　て　　て　　び　　時　　テ　テす　きか　日
・譬　忘　賀　意　箆　旨　錘 ・賢
薯　 姜　菅　芸　荒　雲　墨　書　堤 †
十善　　か　　て　　を　　L　　も　　習　い　　つ　　ら
闘 日 日 孵 ‖

l至 芸　　 な 蓑毒 筆 毒

。告）。：2）。：：）。：芸）。ミ芸）。S；）。Sl；）。312）。Sl：）。：呈3）！

墓悪露慧昔望　雷　管　慧産言葉き空音
やし　を　ちる　ち　き　 、　に　のま　ち間　をし
親て　わ　ゆこ　ゆ　め　子　役　惠す　ゆい　おて
かい　す　うと　う　て　習　立　いか　うて　もい
らま　れ　’が　’　勉　 、　っ　科0 、い　しま
注す　て　らあ　よ　強　復　本　日　おま　ろす
意か　勉　くり　く　　し　習　を　は　しす　くか
孟・撃　誓書．罵　て　し　読 ’ やかす○
襄 襄賢 妻 襄 襄 董鵠

FI F　2　F　3　F　4　F　5　F　6　F　7　F　8　F　9　FlO
（Fl）（F5）（F6）（F7）（F8．）＿（F9）（Fll）（F14）（F19）（F20）
友　あま　友　　こ1家つ・友す‘ある　いと　あい　友恩
だ　なす　だ　　ま．のに．だか，なよ　やが　なま　だい
ち　たか　ち　　つ、人し　ち○　たう　なあ　たす　ちま
；芸・頼 経 孵 持

出 ‾洋 一楮 ！・

呈 ・慰　吉 富　を∵左　葉　去
思　　　　　　　　ん・り　　さ　　う　　ち　　い
い　　　　　　　　せ　　まL・せ・・こ　　が　　と

串 。㍑ ㌶ ㍊ 需詔 ）（量 鵠 悪

霊　妄　豊　墓　墓至酢　 を　蒜　望「結
た　　っ　　が　　は　の恩　の　　ひ・を　中　たか
は　　た　　休　　こ　うい・つ　　い　　か　 ’　の・
豊　亘　営　舎　寄 岩　 音・雪　空　蒜
と　　が　　つ　　と　’か　が　　る　＿　た　　に　の
話　　あ　　ま　　恩　あ0　不　　先　　方　　質．先
し　　る　　ら－　い　な　　公　　生　　が　　問　生
あ　　と　　な　　ま　た　　平　　が　　い　　し‾　は
い　　先　　い　　す　を　　だ　　い　　い　　に　、
を　　生　　と　　か　き　　と　　る・・と　　く　　よ
し　　に　　思　　○　ら　　恩　　と　　思．　い　い
ま　　棉　　い　　　　　つ　　つ　　思　　う　　で．先
す　　談　　ま　　　　て　　こ　　い　　先　　す　生
か　　し　　す　　　　い　　と　　ま‾　生　　か　が
・　ま　　か　　　　る　　が　　す　　が．・　多．
す　　・　　　　先　　あ　　か　　い　　　　い
か　　　　　　　 生　　り　　・　ま．、‾　　　　と
0　　　　　　　が　　ま．　　　す．　　思．
い　　す　　　　　　か　　　　　い・

，！。呂：）。霊）。呂13）。㌶盈）。呂1：霊 雷 。呂轟 島

緒 琵

’・∴見‘lf
が・これ　く
う　　とま　な

いく
い
ゆ　　や

．強　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にが　　家　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　な
て　が　　静　　る

な　は　う　　　　　　 冒　雷　露　呈
ヒ　淡　と　り　　　　 悪　手　七　賀

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

EIP　E2‾　E3　E4　E5．E6　E7　E8　E9　ElO
（El）‘（E5）（甘6）（E7）（E14）（E16）（E17）（E18）（E19）（E20）
家り一丁　近・近と　あで　学り　あ　ク　ああ　あで　学い
のま．所’くが　なす　校ま　な　　ラ　なり　ない　校と
近す・－‾・‾　に‘－．にあ　たか　のす　た　　ス　たま　たや　の息
‘くか．．親一．＿へり　の・近か　は　　の　のす　のに　ふう’に・、．．し∴んま家　く・芳　念還脅蒜誉髭庸 毒裏 相

の　　　　　や　　で　　な　　　と　　が　に　　い　　て
襄　 喜 襄 妻 芸 薫エ 套 蜜

・　　　　　　　・
M l（M3）だれとでもすぐなか艮Lになるはうですか・
M 2（M6）世の中は正直者がばかをみることが多いと思いますか。
M 3（M7）あなたはふしあわせな人間だと思いますか・
M 4（M8）お金をもっている人が一ばんしあわせだと思いますか・
M 5（M12）友だちが遊んでいるのに事　自分だけ勉強するのは，ばからしLt思いますか。
M 6（M14）テストの結果をいつまでもくよくよ考えていろはうですか。
M 7（M15）すぐあきてしまって，気がうつりやすいはうですか・
M 8（M17）いやなことがあるといつまでもわすれないほうですか・
M 9（M18）ふゆかいなことが多くありますか・
MlO（M20）人前ではあがって話すことができないはうですか。

．17
．28　．38
．10　．08　．10
－．04　．16　．16　．30
．06　．29　．08　．37　．06
．41 ．38　．41 ．02　．11 ．12
；：：：；：；：；：：：：：上：：：：上 ；．2言

Il

・

】

i

i
P l（P3）少し無理をするとすぐつかれますか。
P　2（P6）病気で学校を休みますか・
P　3（P7）病気で学校を長期間休んだことがありますか・
P4（P8）朝，日がさめたとき，由の中はすっきりしていますか・
P　5（Pll）医者にかかりますか・
P　6（P12）胃はじょうぶなほうですか・
P　7（P13）自分のからだのどこかが不自由でそのことが気になりますか。
P　8（P14）眼がわるくて勉強がしにくいことがありますか・
P　9（P16）耳が遠くて，人の話を聞きもらすことがありますか。
PlO（P17）鼻が悪いはうですか・

．29　．36　．19　．28　．07　．40　．18　．45　．29　．25

．28 ．09 ．15 ．23 ．16 ．00 ．04 ．23 ．25 ．30
．15 ．18－．15 ．30－．07 ．02 ．36 ．24 ．17－．09
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H l （H l ） よく使 う辞書や参考書はいつ も手もとにおいてありますか。

H　 2 （H 2 ） 勉強する準備をしてか らとりかかりますか。

H　 3 （H 3 ） 計画をたてて勉強していますか。

H　 4 （田 5 ） 復習を してか ら予習を していますか。

H　 5 （H 7 ） 勉強と遊び とを区別 していますか・

日 6 （H 9 ） 勉強する時間はいつもきまっていますか・

H 7 （H 12） ラジオやテレF の学習番組は利用 していますか・

H 8 （甲13） ラジオやテレビをきいたりみたりしなが ら勉強してし、ますか・

H 9 （H 14） 予習のときたいせ？なことはノー トに書いておきますか。

由 10 （H 18） 家では一日にどれくらい勉強していますか。
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S l尽日　失墜や姐から連恵されない・声色分からすすんで勉轟していま恥。

S　2 （S　の　時間をわすれて勉強することがありますか。
S　3 （S 3）勉強ちゅう，らくがきをしたり，マンガをみたりすることが初ますか・
S　4 （S　5）授業ちゅう，よく質問しますか・
S　5 （S　6）毎日きめて勉強している科目がありますか・
S　6（S 7）毎日，予習，現習していますか・
S　7（S ll）勉強に役立つ本を読みますか・

S　8 （S 12）成績のわるい科目は，努力してよくするようにしていますか・
S　9（S 15）授業ちゅうおしゃべりしないで先生の話をよく聞いています力
SlO（S 20）勉強をおもしろくするために，自分でなにかくふうしていま－か・
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F l（F l）．友だちのことを家の人に話しますか。
F　2 （F 5）あなたは今の友だちをだいじにしたいと思いますか。
F　3 （F 6）友だちはあなたの悪口をいいますか。
F　4 （F 7）こまったとき相談する友だちがいますか・
F　5（F 8）家の人も，あなたの友だちを知っていて，しんせつにしてく枯すか・
F　6（F 9）友だちは，あなたをのけものにすることがありますか・
F　7（Fll）あなたは友だちの集まりのとき，楽しくさせるように心がけ1、ますか。
F　8（F14）いやな友だちがいて，学校を休みたいと思うことがありますえ
F　9（F19）あなたのことを心から心配してくれる友だちがいますか・
FlO（F20）友だちのためにしてやることは，つまらないと思いますか・
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T l（T l）あなたは先生と話しあいをしますか・
T　2（T 4）こまったことがあると，先生に相談しますか・
T　3（T 5）先生か休むとつまらないと思いますか。
T　4（T 6）先生はこわいと思いますか・
T 5 （T 7）先生のうちで，あなたをきらっている先生がいこると即、ますフ・
T ．6 （T 8）成績のつけ方が不公平だと思うことかありますか。∴
T　7 （T 9）－えこひいきする先生がいると思いますか。

T　8（T 13）学校をかわったはうがいいと思う先生がいますか・
T　9（T 14）授業ちゅう，先生に質問しにくいですか。
T lO（T 17）あなたの学校の先生はよい先生が多いと思いますか・
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（2）全額城を通じての因子分析

そこで次の段階として，各領域から，先の内的斉合性とG－P分析の結果にもとづいて抽出し

たそれぞれの10項目，合計80項目について，四分割相関法によって相互相関を求めて因子分析を

試みることにした。

この場合の含蓄的な期待としては，80項目を因子分析した結果，各債域ごとのまとまりを示す

ような因子パターンになるかどうかということが大きなねらいであることはいうまでもない。

これら80項目の相互相関行列を示したものが表5である・

これにAPPER　システムを用いて，共有値を推定し，そこから主因子法によって因子数を推

定したのち，偏バリマックス法（partialvarimaxmethod）を通用して求めた因子解が表6であ

る。これをさらに図式的にして，各債域別に負子負荷がどのようになっているかの大よその因子

ノ1ターンを示したものが表7である。

表6と表7とからうかがえるように，各領域を10項目の，内的斉合性の高いと思われる項目の

みにして，合計80項目の相互相関関係を求めて因子分析した結果は，次のようなことを示唆して

いる。

すなわち，学力向上要因として8つの領域を設定して質問項目が設けられているが，因子分析

的には必ずしもそのような分かれ方をしないということである・

第I因子では，H（勉強の方法）とS（学習意欲）とに共通して大きな因子負荷を占めている

ことがうかがえ，それに加えて，M（精神的健康度）のいくつかの項目，P（身体的健康度）のいく

つかの項目，さらに，F（友人関係）の項目がかなり関与しており，またT（教師関係）の項目

もいくつかのものがかなりの負荷をもって関与して第I因子を構成していることがみとめられる。

因子分析では，因果関係は明確化されないけれども，勉強の方法と学習意欲とは密接に関係し

ていることが示唆されており，そうしたものには，精神的健康や身体的健康の程度，あるいは，

友人関係や教師関係なども相当に関与することを示唆しているのである。これらは相互に独立し

た関係にあるのではなく，かなりの依存関係にあることが示唆されているのである。

第Ⅱ因子では，P（身体的健康度）の領域の負荷量がほとんどの項目に共通して因子負荷が大き

く，これに次いでD（家庭環境）の領域の項目に共通して負荷の大きいものが多くみられている・

そのはかには，M（精神的健康度），F（友人関係），T（教師関係），E（近隣学校環境）などの領

域の項目がいくつか関与していることがみとめられる。したがって，ここでは，PとDとが共

通次元に主として比重を占めていることから，この両者が密接に関係しているように思われる。

そして，これに加えて，M，F，T，E，もある程度関与しているということを示唆している。

第Ⅱ因子では，第I因子や第Ⅱ因子のように，特定の領域で全体的に大きな負荷を占めるとい

うパターンは示していないが，M（精神的健康度），F（友人関係），T（教師関係），E（近隣学

校環境）の各領域のなかで，いくつかの項目が関与した因子パターンを形成していることがうか

がえるし、

第Ⅳ因子では，P（身体的健康度）の領域のいくつかの項目が正に，F（友人関係）の儀域のな

かの2つの項目が負に負荷をもって共通次元に出ている。F（友人関係）の儀域で，大きく因子

負荷をもつものは，「いやな友だちがいて学校を休みたいと思うことがあるか」と「友だちのた

めにしてやることがつまらないと思うか」であって，P（身体的健康度）の億域での質問項目と対
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表6　Varimax法　に

義 ＝『‾‾～二 ・一・一一　　 容 ．、＿二 三 ～

M l （M 3 ） だれとでもす ぐなか良 しになるはうですか・

M 2 （M 6 ） 世の中は，正直がばかをみることが多いと思いますか。

M 3 （M 7） あなたはふしあわせな人間だと思いますか・

M 4 （M 8 ） お金をもっている人がいちばんしあわせだと思いますか。

M 5 （M 12） 友だちが遊んでいるのに自分だけ勉強するのはばか らしいと思いますか・

M 6 （M 14） テス トの結果をいつまでもくよくよ考えているはうですか。

M 7 （M 15） すぐあきてしまって気がうつりやすいはうですか。

M 8 （M 17） いやなことがあると，いつまでもわすれないほうですか・

M 9 （M 18） ふゆかいなことが多くありますか・

M lO （M 20） 人前ではあがって話すことができないはうですか・

P l （P 3 ） 少 し無理をすると，すぐつかれますか・

P　 2 （P 6 ） 病気で学校を休みますか・

P　 3 （P 7 ） 病気で学校を長期間休んだことがありますか・

P　 4 （P 8 ） 朝，目がさめたとき，頭の中がすっきりしていますか・

P　 5 （P ll） 医者にかかりますか・

P　 6 （P 12） 胃はじょうぶなはうですか。

P　 7 （P 13） 自分のからだのどこかが不自由で，そのことが気になりますか。

P　 8 （P 14） 眼がわるくて，勉強がしにくいことがありますか・

P　 9 （P 16） 耳が遠くて，人の話を聞きもらすことがありますか・

P lO （P 17） 鼻が悪いはうですか。

H l （H l ） よく使う辞書や参考書は，いつもてもとにおいてありますか・

H 2 （H 2 ） 勉強する準備をしてからとりかかりますか。

H 3 （H 3 ） 計画をたてて勉強していますか。

H　 4 （H 5 ） 復習をしてから予習をしていますか・

H　 5 （H 7 ） 勉強と遊びとを区別していますか。

H　6 （H 9 ） 勉強する時間はいつもきまっていますか・

H　 7 （H 12） ラジオやテレビの学習番組は利用 していますか・

H　 8 （H 13） ラジオやテレビをきいたりみたりしながら勉強していますか・

H　 9 （H 14） 予習のときたいせつなことはノー トに書いておきますか。

H lO （H 18） 家では一日にどれくらい勉強していますか。

S l （S l ） 先生や親から注意されないで，自分からすすんで勉強していますか。

S　 2 （S 2 ） 時間をわすれて勉強することがありますか・

S　 3 （S 3 ） 勉強ちゅう， らくがきをしたり，マンガをみたりすることがありますか。

S　 4 （S 5 ） 授業ちゅう，よく質問 しますか・

S　 5 （S 6 ） 毎日きめて勉強している科目がありますか。

S　 6 （S 7 ） 毎日，予習，復習 していますか・

S　 7 （S ll） 勉強に役立つ本を読みますか。

S　 8 （S 12） 成績の悪い科 目は，努力してよくするようにしていますか。

S　 9 （S 15） 「授業ちゅうおしゃべりしないで，先生の話をよく聞いていますか・

S lO （S 20） 勉強をおもしろくするために，自分でなにかくふうしていますか。
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よ　る　FinalFactor Matrix

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 呵

．377 8 ．2242 ．3417 ．0688 ．1528 ．2198 －．204 6 ．0551 ．4310

一．0666 ．3252 ．0757 －．1145 ．1028 ．2350 ．1714 ．0204 ．22 64

．1174 ．3599 －．0572 一．2543 ．0 107 ．514 3 一．0 154 ．2485 ．53 79

．2263 ．0239 ．0912 ．2627 ．042 8 ．1629 －．1467 －．0228 ．1795

．3803 ．2379 －．050 8 一．0423 ．0 615 ．0605 ．1144 ．1013 ．2364

－．0864 ．1952 ．104 0 －．1068 －．03 69 ．1119 －．0398 －．1933 ．1196

．0368 ．3374 ．307 6 ．1247 一．162 5 ．1331 －．1968 ． ．0973 ．3177

．0060 ．3078 一．0817 ．0997 一．1632 ．7001 ．0112 －．0750 ．6340

一．0878 ．1738 ．1913 ．2065 －．04 62 ．3938 ．1981 一．0980 ．3232

．3548 ．1289
l

．1608 －．0815 －．033 1 ．0646 －．0895 －．0281 ．1891

．2 937 ．1307 ．0143 ．2525 ．0680 ．3937 一．0074 －．2909 ．4116

．0600 ．3257 ．1842 ．4334 一．1703 ．0842 －．1062 一．1136 ．3917

－．0938 ．．2708 ．0 34 5 ．8574 ．14 10 ．0056 －．0516 －．0050 ．8411

．4 682 ．6104 ．2 034 ．0221 ．037 1 ．0043 －．0954 ．0810 ．6507

－．0148 ．4057 一．0498 ．7679 －．3306 一．0909 ．0767 －．0907 ．8886

．1470 ．3065 ．1685
111 －．－328 一．4086 ．0216 －．1368 l －．0553 ．3342

－．1769 ．4087 －．003 1 l

．11－1
．0930 1 ．1987 ．0699 一．0662 ．2678

－．3533 ．3937 ．2500 －．0612 1 ．1992 I

．1281
－．4074 ．0785 ．5708

．1181 ．3531 ．1733 】 ．1151 ．2833 ．1732 ．1026 ・．1606 ．3285

．1793 ．2 152 －．2 958 ．1140 ！一．14 10 ．5063 ．0224 一．0260 ．4564

．5712 ．1685 －．0073 一．2468 】 ．0517 ．0654 －．1044 ．2690 ．5058

．4823 ．0825 ．1371 一．1361 i －．3117 ．1578 一．0900 ．5505 ．7100

．4350 ・ ．3734 －．2668 ．0630 一．0093 l

．－222
一．2774 ．5369 ．7696

．3001 －．0282 二．1535 ．1442 －．612 9 ．2875 一．1885 －．0375 ．6305

．5438 ．0615 ．0544 ．1722 －．2742 ．0843 －．1552 ．1000 ．4485

．5027 －．0818 －．0060 ．2343 ．044 1 ．0600 －．1165 －．0156 ．3336

．5721 一．1846 一．092 6 ．0779 一．0422 －．2041 －．2730 ．2039 ．5356

．3877 一．0746 ．0397 ．1123 －．13 74 ．3049 －．0165 －．1690 ．3107

．4194 ．0262 －．0307 一．2013 －．053 0 ．0125 －．0098 ．5950 ．5752

．6747 ．0 134 ．0203 ．2802 ．02 89 －．0054 －．1257 －．1321 ．5684

．5350 一．0642 一．1324 ．2020 一．0906 ．3061 ．5277 ．1005 ．7392

．4646 ．0893 ．2050 一．0988 ．4 97 9 一．0998 ．2788 ．0938 ．6200

．4244 ．2323 一．0695 「．0939 ．010 1 ．09．57 －．0873 －．0368 ．2659

．44 53 －．0937 ．2 24 9 －．0111 ．2815 －．0945 一．0259 ．4042 ．5100

．6380 l ．0693 ・－・2 07 6 一．0541 1 ．04 35 一．2035 －．0076 ．0615 ．5050

．7986 一．1123 ‘－．134 1
lI －．1310 一．162 6 ．0962 一．1278 ．0994 ， ．7474

．6756 －．‾1339 ．053 6 －　 ．2092 ．2007 ．0174 l

－．－921
．0088 i ．5701

．7287 i ．1530

l

i ．0127
！

．0611 ．04 46 一．1028 ．1104 ．1063 ．5944

．2758 ．1779 ．2 653
l

．1867 一．0224 一．1689 1
1 ．0180

．2387 ．2993

．8850 －．1174 1 ．044 0 ］一．0498 一．0567 ．0113 －．0032 －．3110 ．90 15
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遠 転 ⊥ 二　 内 。 nl・・一一一一一 1－一1　　 因　 子

F l （F l ） 友だちのことを家の人に話 しますか。

F　2 （F 5 ） あなたは今の友だちをだいじにしたいと思いますか。

F　3 （F 6 ） 友だちはあなたの悪口をいいますか。

F　4 （F 7 ） こまったとき相談する友だちがいますか。

F　5 （F 8 ） 家の人も，あなたの友だちを知っていて， しんせつにしてくれますか。

F　6 （F 9 ） 友だちはあなたをのけものにすることがありますか・

F　7 （F ll） あなたは友だちとの集まりのとき，楽しくさせるように心がけていますか・

F　8 （F 14） いやな友だちがいて，学校を休みたいと思 うことがありますか。

F　9 （F 19） あなたのことを心から心配してくれる友だちがいますか・

F lO （F 20） 友だちのためにしてやることは，つまらないと思いますか・

T l （T l ） あなたは先生と話しあいをしますか・

T　2 （T 4 ） こまったことがあると，先生と相談をしますか・

T　3 （T 5 ） 先生が休むとつまらないと思いますか。

T　4 （T 6 ） 先生はこわいと思いますか。

T　5 （T 7 ） 先生のうちで，あなたをきらっている先生がいると思いますか・

T　6 （T 8 ） 成績のつけ方が不公平だと思 うことがありますか。

T　7 （T 9 ） えこひいきする先生がいると思いますか。

T　8 （T 13） 学校をかわったはうがいいと思う先生がいますか。

T　9 （T 14） 授業ちゅう，先生に質問しにくいですか。

T lO （T 17） あなたの学校の先生は，よい先生が多いと思いますか。

D l （D 6 ） テレビやラジオがうるさくて勉強できないことがありますか・

D　2 （D 9 ） あなたにこまったことがあるとき，家の人は相談相手になってくれますか・

D　3 （D lO） 家庭がおもしろくなくて，家出したいと思うことがありますか。

D　4 （D ll） 親にしかられると，む くれて話をしなかったり，いいつけをきかない ことがありますか・

D　5 （D 13） 家で兄弟げんか，親子げんかなどがあって，勉強する気持ちがなくなることがありますか。

D　 6 （D 14） おとうさんか，家族のだれかが酒をのんで，いやな気持ちになることがありますか。

D　7 （D 15） 家族ぜんぶがきそく正 しい生活をしていますか。

D　8 （D 17） お客さまが多くて勉強できないことがありますか。

D　9 （D 18） 家族の人は，あなたの勉強ちゅう，静かにしてくれていますか。

D lO （D 20） 家の人と意見があわないで，いやになることがありますか。

E l （E l ） 家の近 くにゆうえん地や広場などの遊び場がありますか・

E　2 （E 5 ） 近所に親しい友だちがいますか。
E　3 （E 6 ） 近 くにへんな人がいて，会うのがいやだと思うことがありますか。

E　4 （E 7 ） あなたの家の近 くは，夜おそくまでさわがしいですか。

E　5 （E 14） 学校の近く，または家の近くにあぶない場所がありますか。

E　6 （E 16） あなたは自分の学校がよい学校だと思いますか。

E　7 （E 17） クラスの雰囲気は明るく，活気がありますか。

E　8 （E 18） あなたの学校は，勉強中心でいやになることがありますか・
E　9 （E 19） l あなたの学校は，あまり勉強をしない人が多いので，いやになることがありますか・

E lO （E 20） ．学校のふんい気がおもしろくなくて，転校したいと思 うことがありますか・

∑ a号

％
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工 Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅶ h ～

．3 2 6 1 一 ．1 55 5 ．0 7 4 7 － ．0 2 3 5 ．14 2 8 ．0 9 8 0 ．2 2 0 3 ．1 4 2 9 ．2 3 5 6

．4 3 5 0 ．0 93 8 ．2 3 7 1 － ．2 18 5 － ．0 1 9 8 ．1 3 0 7 ．2 2 6 7 一 ．0 6 5 4 ．3 7 5 2

一 ．0 2 2 2 ．2 4 7 1 ．0 0 3 3 一 ．0 50 6 ．1 3 8 9 ．0 6 4 6 ．8 1 8 1 ．0 0 6 7 ．7 5 6 9

．5 2 4 9 一 ．0 4 3 3 ．0 9 4 8 ．0 64 5 ．0 4 1 4 － ．0 2 5 4 ．3 5 1 2 一 ．0 9 7 9 ．4 2 5 8

．4 6 4 8 ．4 2 8 4 ．2 1 3 1 一 ．0 6 0 1 － ．1 0 5 7 ．1 6 7 4 ．1 3 1 5 一 ．3 1 9 8 ．6 0 7 4

一 ．0 1 1 0 ．3 64 9 ．0 9 9 2 － ．13 1 0 ．0 9 1 1 ．0 6 1 4 ．7 8 6 5 ．0 0 2 0 ．7 9 0 9

．4 1 1 4 ．2 3 13 ．4 3 1 9 ．0 93 4 ．0 8 2 5 ．0 7 0 4 ．2 3 7 2 ．1 7 1 3 ．5 1 5 3

．12 8 9 ．5 50 3 － ．1 1 7 7 － ．3 0 3 6 一 ．0 2 8 7 ．1 5 5 6 ．1 7 1 3 ．0 0 5 4 ．5 9 9 8

．5 5 6 9 ．0 17 1 ．2 9 6 7 － ．10 6 6 ．1 5 2 6 ．3 1 6 4 ．1 3 9 0 ．2 5 9 3 ．6 1 9 9

．1 0 9 5 ．37 1 9 ．4 1 8 3 一 ．3 0 2 8 一 ．1 3 3 8 ．1 5 0 7 ．0 2 2 1 一 ．1 1 0 3 ．4 7 0 2

．4 4 4 5 － ．0 2 62 一 ．0 2 7 9 ．0 5 2 9 － ．0 0 6 2 ．0 0 6 4 一 ．0 1 9 9 ．1 1 3 3 ．2 1 5 2

．6 7 7 8 一 ．0 13 6 一 ．0 2 6 6 一 ．1 4 2 2 － ．0 5 4 8 一 ．1 6 1 5 ．0 5 7 7 一 ．0 8 5 4 ．5 2 0 2

．4 8 0 9 一 ．0 7 5 2 ．4 4 5 0 ．0 4 9 8 ．1 1 9 4 － ．0 6 5 6 一 ．0 8 3 1 一 ．0 3 5 6 ．4 6 4 2

－ ．0 4 3 9 ．3 64 3 ．2 9 9 6 ．0 3 3 9 ．1 4 4 6 一 ．0 3 5 7 ．0 3 9 7 ．1 8 2 1 ．2 8 2 5

－ ．0 5 0 3 ．2 57 8 ．3 9 8 1 ．0 84 5 ．3 2 4 3 ．2 0 2 0 ．0 6 5 7 － ．0 0 5 1 ．3 8 4 9

一 ．2 4 4 5 ．5 60 5 ．2 6 2 9 一 ．0 4 2 3 ．0 9 4 0 ．1 0 1 9 ．1 9 0 7 ．0 5 3 9 ．5 0 3 3

－ ．0 7 0 9 ．3 80 1 ．2 6 0 7 － ．1 64 4 ．2 4 7 8 ．1 2 5 5 一 ．1 0 1 7 一 ．3 3 9 7 ．4 4 7 4

－ ．0 9 4 3 ．3 81 1 ．2 4 9 5 ．1 0 9 9 ．0 3 2 4 ．2 9 1 2 一 ．0 3 8 7 一 ．4 5 1 5 ．5 1 9 6

．2 3 8 6 ．2 27 6 ．4 5 7 8 一 ．12 90 ．6 3 3 8 一 ．1 4 3 4 － ．3 2 8 9 － ．0 6 1 2 ．8 6 5 6

．2 3 5 1 ．2 09 8 ．5 9 5 3 － ．0 2 0 3 ．0 0 5 7 一 ．0 6 1 0 ．0 6 4 4 一 ．0 0 7 1 ．4 6 2 1

－ ．0 9 2 5 ．2 9 5 2 ．1 93 9 一 ．0 1 5 6 ．2 94 0 ．4 07 9 ．1 6 5 1 ．0 7 5 4 ．4 1 9 3

．4 72 8 ．1 0 0 3 ．0 0 9 6 ．0 2 7 3 ．07 3 4 ．1 0 1 9 ．1 0 5 7 ．5 0 3 0 ．5 1 4 4

一 ．1 7 5 2 ．82 0 4 － ．2 9 9 5 － ．0 4 4 9 ．0 1 60 － ．1 7 7 8 ．1 1 5 4 ．0 1 8 8 ．8 4 1 0

．3 0 4 5 ．7 6 0 3 ．0 0 8 3 ．1 7 5 7 ．09 7 5 ．0 2 1 8 － ．1 4 8 5 ．0 4 8 9 ．7 3 6 2

一 ．1 4 2 8 ．4 6 7 6 ．1 6 60 ．0 1 5 6 ．2 3 17 ．2 4 4 8 ．02 9 8 ．1 1 62 ．3 9 4 9

－ ．2 3 0 9 ．3 7 4 2 － ．0 08 5 一 ．2 6 9 0 ．7 5 6 9 ．1 8 1 7 一 ．0 0 02 一 ．0 7 2 4 ．8 7 5 5

．2 4 9 4 ．4 2 0 5 ．0 6 6 1 ．5 5 7 9 ．4 4 3 1 ．2 12 6 － ．0 2 9 2 ．3 7 0 7 ．9 3 4 6

－ ．2 4 0 0 ．1 17 6 ．0 72 5 一 ．1 0 6 5 ．31 8 4 ．4 2 1 2 ．1 6 4 1 一 ．1 3 5 7 ．4 12 1

．2 5 5 2 ．1 7 1 4 ．1 1 5 1 － ．1 3 7 6 ．18 6 8 ．58 57 － ．13 73 ．0 7 53 ．6 5 6 3

－ ．0 3 2 4 ．6 9 6 6 ．0 2 3 0 ．0 1 5 6 ．0 1 2 0 一 ．13 3 5 － ．14 57 － ．2 63 1 ．5 9 5 5

「 ．0 2 9 2 一 ．0 8 2 0 ．0 9 5 1 ．1 9 9 7 － ．0 2 8 2 ．3 7 9 8 ．1 5 9 2 ．0 5 7 2 ．2 3 0 2

．2 2 3 6 － ．1 4 7 4 ．5 13 2 ．1 6 2 2 ．04 84 ．2 0 9 5 ．2 3 9 5 一 ．2 3 4 3 ．5 5 1 6

－ ．2 1 1 7 ．4 3 7 4 ．1 33 5 ．1 9 4 6 ．18 0 0 － ．0 7 4 4 ．2 4 0 7 一 ．1 1 3 3 ．3 9 8 8

－ ．0 1 4 0 ．2 7 0 4 － ．2 4 9 1 一 ．0 9 2 4 ．03 2 6 ．2 3 6 9 ．0 5 4 0 一 ．3 7 2 0 ．3 4 2 4

－ ．3 6 5 2 一 ．0 1 4 6 ．0 72 4 ．3 8 3 5 － ．0 6 4 7 ．1 3 3 3 ．2 1 6 1 一 ．0 2 1 3 ．3 5 5 0

．0 8 7 3 ．1 8 8 8 ．82 3 1 ．0 9 3 1 － ．10 58 － ．10 9 1 一 ．0 9 7 5 ．0 9 4 7 ．7 7 1 0

．1 0 0 7 一 ．0 19 3 ．6 75 6 一 ．1 3 6 6 一 ．02 68 ．1 6 7 5 ．0 9 1 3 一 ．0 5 0 2 ．5 2 5 3

．0 0 3 3 ．3 5 9 2 ．2 64 3 ．0 1 5 7 一 ．0 5 3 7 ．0 0 7 1 ．2 1 9 5 一 ．5 1 7 9 ．5 1 8 5

－ ．0 6 6 9 ．2 2 0 9 ．3 7 0 5 一 ．1 7 7 2 ．0 5 8 1 － ．04 5 6 ．2 2 0 7 一 ．4 6 0 9 ．4 8 8 6

－ ．0 54 4 ．6 8 9 4 ．2 7 2 2 一 ．1 0 4 0 － ．3 4 2 5 ．13 8 1 一 ．0 5 5 5 ．1 3 9 5 ．7 2 2 1

1 0 ．5 52 4 7 ．6 8 5 0 4 ．7 3 5 1 3 ．4 9 6 9 3 ．52 7 2 3 ．82 5 1 3 ．3 7 3 2 3 ．6 2 5 5 4 0 ．8 2 0 4

1 3 ．1 9 ％ 9．6 1 ％ 5．9 2 ％ i 4 ・3 7 ％ 4．4 1 ％ 4．7 8 ％ 4．2 2 ％ 4．5 3 ％ 5 1 ．0 3 ％
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表7　各領域別に示した因子パターン

因　　　　　　　　　　　　　　　　　 子

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

M ＋ M ＋ M ＋ M ＋

P ＋ P ＋ P ＋

H ＋ H ＋

S ＋

F ＋ F ＋ F ＋ F ＿ F ＋

T ＋ T ＋ T ＋ T ＿

D ＋ D ＋ D ＋

E 十 E ＋ E ＿

（注）1．　ゴチックで大きく示した領域は，因子負荷の大きいものが集中

していることを示す・

2．各領域の記号に付されている用とHの記号は，因子負荷が用で

あるかHであるかを示している。

比してみて，質問の仕方と採点の仕方とが表裏の関係になっているために，このようにP領域で

正の負荷，Fの領域で負の負荷になっているのである。いわば，手続上の問題であって，相互に

関連をもっていることには変わりがない。（ちなみに，第Ⅷ因子の場合の，H領域と，T領域お

よびE領域についても同様のことがいえるのである。）

以上のように第I因子から第Ⅲ因子までは，全体からみた，各因子の寄与率は，第I因子が

13．19％，第Ⅱ因子が9．61％，第Ⅱ因子が5．92％（ほぼ6％）であることがわかる（表6の最下欄

参照）。そして，第Ⅳ因子以下については，4％台の寄与率となって，さほど大きな寄与をしな

いこともうかがえる。

これまでみてきたことで大切なことは，各債域がかなり密接に相互に関連しあいながら，しか

もかつ，独立した側面をも，因子的には，有しているということがみられる点である。

各因子にそれなりの適切な命名をすることも必要だと思われるが，むしろ，それよりも，領域

毎の関連性が必ずしも独立でないということに注目しなくてはならないと思うのである。

しかも，第Ⅷ因子まで抽出してみて，全体の寄与率は51．03％となり，共通因子でくくれる部

分は全体の分散のおよそ半分だということも注目しておかなくてはならない。つまり，残りの49

％程度のものは，それぞれの項目に独自な因子を主体として構成されているということになる。

これまでの因子分析的結果を通じてみてきたことは，FATが学力向上要因診断テストとして

適切でないということを指摘することよりも，むしろ，このテストを診断的に利用する際に，各

領域が相互にどのような関連をもっているかを十分念頭において診断していくことの必要性を示

唆しているということである。

このことは，なにも，ここで検討を加えたFATに限ったことではないと思う。むしろ，心理

検査一般について，こうした側面からの吟味なしに診断をすると，関連した領域を独立したもの

と考えて扱うがために，誤謬をおかす危険もありうることを指摘したいのである。

このFATにおいても，診断的にはプロフィールを用いて行なわれることになっているが，そ
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の際にも，こうした，因子的検討の結果が何らかの形で，FATの存在理由をより明確でかつ適

正なものにしてくれる面があるように思うのである・

さらに，この因子的検討と関連して考えておかなくてはならない側面がある。それは，心理検

査において，ふつう妥当性といわれているもののなかには，限ずLも因子的妥当性がもっとも妥

当なものであるということを言及したいためではないという点である。これまで心理検査の妥当

性については，多くの研究者がいろいろの側面の妥当性を指摘してきている。すなわち，表面的

妥当性，理論的妥当性（主として，内容的妥当性と因子的妥当性），経験的一統計的妥当性（併存

的妥当性と予測的妥当性がその主なものである），および概念的妥当性などである。

たとえば，ここで検討の対象として扱ったFATの領域設定は，上記の妥当性のうちのいずれ

に該当するかを考えてみると，内容的妥当性に相当する側面の妥当性を考えているとみてよかろ

う。

この内容的妥当性とは，テストの内容が測定対象の適切な標本とみなされるかどうかというこ

とである。この種の妥当性は学力検査とか，ここで検討した学力向上要因（ないし逆にいえば学

力阻害要因）の検査などではとりわけ重要であろう。たとえば学力検査などでは，その問題が学

習指導要領にもとづく指導内容や教材から適切に抽出されているかが検討される。その場合には，

カリキュラム妥当性などともいわれる。そして，Cronbach　のいう論理的妥当性とか，Guilford

のいう，仮定による妥当性（Validity by assumption）などもこの分野の妥当性に相当するもの

と考えられる。

同時に，FATにおける妥当性の今ひとつの側面は，先に記した妥当性のうち，経験的一統計

的妥当性の側面をも具備しているといえるだろう。つまり，この種の妥当性のうちの予測的妥当

性と併存的妥当性との両方をも具備しているものと考えられる。たしかに，学力の不振な，いわ

ゆるアンダー・アチーバーにおいては，かなり適確にその学力の向上的ないしは阻害的要因を把

捏しえているからである。オーバー・アチーバーについても同様である。

そういう点では極めてすぐれた心理検査であることは否定できないが，それに加えて，これま

で検討してきたように，理論的妥当性のうち，因子的妥当性があれば更に強力なものになること

はまちがいなかろう。すなわち，ひとつのテストの下位検査の内部相関のマトリックスに，因子

分析法を通用して，共通因子を見出すことによって検証される妥当性である。

この点では，ここにとりあげたFATは末だ十分とはいえなかったわけである。このことは，

必ずしも，このテストの全面的改訂の必要性を指摘するものではなく，各領域相互の関連性を十

分に把起して診断することの必要性を強調していることをことわっておきたい。もちろん，でき

る限り，内容的妥当性と因子的妥当性とがぴったり合致するにこしたことはないと思われるが。

ところで我々の今回の検討についても触れておく必要がある。内的斉合性の検討や，G－P分

析を通じて，斉合性，一貫性の乏しい項目を除外したうえで，因子的検討を加えたわけであるが，

これだけで十分とは考えていない。むしろ，今後，ここから各人の因子得点を算出して，具体的

に個々の児童に再びもどって，日頃の学力発揮の状態と対応づけつつ，学業の遅滞状態や不振状

態にある児童が，なにによって学力を阻害され，どのような要因が改善されれば学力が向上する

かを検討しないかぎり，FATに対しても十分に批判したりすることはできないということであ

る・
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それと同時に,一般に,心理検査の作成に際しては,種々の側面からの妥当性を検討してみる

必要性のあることをこの研究は示唆してくれたと思う・
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S UMMARY

As many researchers of psychological test measurement have been interested in the

validity of psychological tests, there have been many kinds of the test validity.

In the present study, we have also been interested in the interrelationships of these

kinds of test validity with special reference to FAT (Factor's Diagnosis Test of Achieve-

ment-Advancement).

In this study, using FAT, we have especially investigated the relationship of the con-

tent validity to the factorial validity.

The results indicated that, with special reference to FAT, the content validity did not

positively relate or correspond to the factorial validity.

From the point of test construction, these facts suggested that, generally speaking, it

seemed to be necessary to examine, as possible as we can, every kind of test validity in

constructing a psychological test.


